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【
要
約
】
　
一
九
六
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
史
学
界
で
は
、
数
量
的
把
握
の
方
法
、
す
な
わ
ち
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
デ
ー
タ
の
大
量
処
理
の
必
要
性
が

十
分
認
識
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
政
治
史
の
分
野
で
は
特
に
選
挙
・
投
票
分
析
に
お
い
て
有
効
と
思
わ
れ
る
こ
の
新
し
い
方
法
が
、
フ
ラ
ン
ス
近
代
史

研
究
に
適
用
さ
れ
た
例
は
乏
し
い
。

　
小
論
は
S
P
S
S
（
社
会
科
学
の
た
め
の
統
計
パ
ッ
ケ
ー
ジ
）
に
含
ま
れ
る
数
量
化
理
論
阻
類
の
方
法
を
用
い
て
、
一
八
四
八
年
五
月
よ
り
一
年
余
り

に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
制
憲
議
会
（
憲
法
制
定
国
民
議
会
）
の
議
員
の
政
治
的
選
択
の
あ
り
方
の
類
別
を
明
ら
か
に
す
る
。
依
拠
し
た
史
料
は
慢
言
モ
ニ

ト
ゥ
ー
ル
紙
に
掲
載
さ
れ
た
議
案
ご
と
の
投
票
リ
ス
ト
で
あ
る
。
当
該
期
間
に
お
い
て
議
席
を
保
っ
た
八
四
九
名
の
議
員
の
投
票
行
動
が
、
数
量
化
皿
類

の
特
性
に
応
じ
て
導
き
出
さ
れ
る
議
員
、
お
よ
び
議
案
の
類
似
性
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
研
究
の
第
一
の
目
的
は
議
員
の
党
派
的
分
類
で
あ

る
が
、
党
派
的
対
立
と
は
異
な
る
要
因
も
考
慮
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
六
五
巻
三
号
　
【
九
八
二
年
五
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
学
と
そ
の
隣
接
諸
科
学
に
お
い
て
、
数
量
化
分
析
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
の
は
、
遅
く
と
も
一
九
六
〇
年
代
な
か
ば
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

見
て
さ
し
つ
か
え
な
か
ろ
う
。
M
・
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
に
よ
る
社
会
科
学
方
法
論
や
J
・
マ
ル
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
に
よ
る
計
量
史
の
方
法
の
詳
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
ど
は
、
歴
史
学
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
的
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
数
量
的
把
握
に
不
可
欠
の
統
計
的
処
理
の
方
法
に
ま
で
言
及
し
、
す
ぐ
れ

て
柔
軟
な
方
法
論
的
枠
組
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ク
リ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
と
い
う
新
造
語
に
端
的
に
示
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
史

　
　
　
　
　
　
　
④

学
界
の
新
し
い
動
向
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
が
無
関
心
で
あ
り
続
け
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
し
か
る
に
、
こ
こ
二
十
年
来
の
フ
ラ
ン
ス
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⑤

近
代
政
治
史
研
究
の
分
野
で
発
表
さ
れ
た
数
量
化
分
析
の
成
果
を
数
え
て
み
る
と
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
ィ
リ
ー
に
代
表
さ
れ
る
英
米
の
研
究
者

の
独
壇
場
と
言
っ
て
も
良
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
側
の
立
ち
遅
れ
は
今
や
覆
う
べ
く
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
ア
ナ
ル
派
の
今
日
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

問
題
意
識
を
明
快
に
表
明
し
た
と
さ
れ
る
ル
・
ゴ
フ
、
ル
・
ロ
ワ
・
ラ
デ
ュ
リ
ら
の
方
法
論
で
は
、
数
量
化
革
命
の
旗
色
は
色
あ
せ
て
、
ブ
ロ

ッ
ク
、
フ
ェ
ー
ヴ
ル
以
来
の
同
派
の
基
本
的
な
立
場
に
國
配
す
る
の
み
と
も
受
け
取
れ
る
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
の
大
胆
な
再
解
釈
で
知
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

れ
る
F
・
フ
ユ
レ
の
「
歴
史
に
お
け
る
数
量
」
に
、
例
示
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
十
八
世
紀
ま
で
の
現
象
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
歴
史
学
に
応
用
さ
れ
る
数
量
化
分
析
の
意
味
を
、
大
量
の
デ
ー
タ
処
理
を
わ
れ
わ
れ
に
可
能
な
ら
し
め
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用

の
統
計
分
析
に
限
定
し
、
従
来
の
フ
ラ
ン
ス
史
学
の
問
題
関
心
の
欠
を
補
う
か
た
ち
で
、
一
九
世
紀
政
治
史
の
検
討
に
視
座
を
据
え
た
い
。

①
諸
．
U
鐸
く
雪
σ
q
o
塁
』
§
ミ
。
§
恥
恥
q
動
亀
馬
§
聴
偽
魯
9
ミ
恥
勲
日
⑩
罐
■
（
深
瀬
・
樋
口

　
訳
『
社
会
科
学
の
諸
方
法
臨
皿
九
六
八
年
）
。

②
い
声
望
o
N
Φ
ぞ
ω
耳
ぎ
“
ミ
鼻
＆
嵐
§
勘
㍉
．
ミ
無
。
㌣
馬
Q
§
ミ
§
識
鵯
恥
㍉
8
伊

③
デ
ュ
ヴ
ェ
ル
ジ
ェ
、
前
掲
邦
訳
、
二
九
i
＝
コ
頁
、
一
四
三
頁
の
歴
史
学
関
係

　
の
雷
誌
、
お
よ
び
四
〇
四
頁
以
下
の
統
計
的
分
析
の
項
目
が
啓
発
的
で
あ
る
。
マ

　
ル
シ
ェ
フ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
は
、
そ
の
著
書
の
第
一
章
「
計
量
史
と
は
何
か
」
の

　
中
で
触
れ
ら
れ
る
統
計
的
処
理
の
方
法
（
外
挿
法
。
蓉
護
℃
o
㌶
菖
8
、
　
内
挿
法

　
一
纂
毒
℃
o
ご
賦
。
ロ
な
ど
）
は
、
欠
損
値
の
存
在
を
前
提
と
す
る
前
近
代
社
会
の
歴

　
螢
葛
象
の
量
的
把
握
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
措
置
で
あ
る
。

④
　
初
冠
敬
司
「
現
代
歴
史
学
と
数
量
的
方
法
」
『
史
林
』
六
四
巻
三
号
、
～
九
八

　
一
年
。

⑤
　
第
二
共
和
敷
史
を
研
究
テ
ー
マ
と
す
る
筆
者
の
自
に
触
れ
た
限
り
で
、
次
の
例

　
を
あ
げ
て
お
く
。
　
O
。
8
竃
嘱
簿
炉
い
o
o
ω
”
、
．
い
。
勺
窪
覧
⑦
傷
¢
H
煽
ぎ
一
。
。
偶
。
。
．
．
”

　
混
謹
ミ
3
郵
9
P
累
ρ
ρ
一
㊤
誤
．
O
F
い
■
る
＆
白
日
≡
団
．
§
恥
高
富
ミ
§
恥

　
9
ミ
謡
遷
＼
題
O
ム
£
9
H
り
温
■

⑥
い
U
①
Q
o
自
転
や
寓
。
餐
（
象
μ
）
℃
窓
ミ
§
執
、
ミ
恥
§
鳶
噛
お
謹
…
国
9
ピ
。

　
男
。
嘱
U
ρ
曾
臨
ρ
隠
熾
ミ
蕊
。
帖
鳶
§
N
”
ミ
無
。
篭
§
’
日
H
払
雪
。
。
》
目
’
込
。
㍉
鶏
。
。
ゐ
樺

　
山
他
に
よ
る
抄
訳
『
新
し
い
歴
史
〔
歴
史
人
類
学
へ
の
道
〕
』
一
九
八
○
年
）
。

⑦
搾
切
霞
婁
、
．
い
。
澹
p
簿
客
騨
罵
。
ロ
匡
。
・
ざ
一
円
ρ
、
．
臼
塁
容
疑
馬
亀
こ
、
ミ
恥
§
墨

　
や
誌
1
①
ド
（
冨
窪
。
ユ
α
q
ぎ
ρ
一
〇
ヨ
①
暮
ω
8
ω
一
。
註
霞
。
、
、
い
．
巨
ψ
8
貯
。
虐
ρ
暮
7

　
夢
¢
＜
o
暮
ド
8
冨
珪
華
¢
o
β
“
β
貯
饗
射
界
。
動
態
ρ
、
、
臥
§
§
偽
ρ
朔
9
G
こ

　
緊
ρ
一
り
這
譲
）
．
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研
究
史
の
概
観
と
問
題
点

　
数
量
的
把
握
の
方
法
に
触
れ
る
前
に
、
一
九
世
紀
前
半
を
中
心
と
す
る
時
期
に
焦
点
を
絞
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
上
の
画
期
に
位
置
す
る

議
会
選
挙
、
あ
る
い
は
選
挙
に
よ
っ
て
成
立
し
た
議
会
の
特
質
を
考
察
し
た
研
究
文
献
を
、
以
下
に
あ
げ
る
三
つ
の
分
析
傾
向
に
即
し
て
ま
と
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①

め
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も

　
選
挙
、
あ
る
い
は
投
票
分
析
に
あ
た
っ
て
第
一
に
注
意
す
べ
き
点
は
、
選
挙
・
投
票
の
あ
り
か
た
を
正
確
に
捕
捉
す
る
こ
と
で
あ
る
。
P
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

キ
ャ
ン
ベ
ル
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
選
挙
法
、
も
し
く
は
選
挙
運
用
規
則
に
関
す
る
知
見
と
は
別
の
要
因
、
た
と
え
ば
大
革
命
期
に
は
選
挙
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

集
団
一
Φ
。
。
愚
ω
色
①
。
8
H
巴
の
多
様
性
、
一
九
世
紀
前
半
に
立
憲
劇
を
標
榜
し
た
二
つ
の
王
政
下
に
お
け
る
被
選
挙
人
名
簿
に
よ
る
選
挙
δ

　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

ω
自
警
貯
α
。
涜
8
、
お
よ
び
様
々
な
政
治
体
制
の
も
と
で
確
認
さ
れ
る
選
挙
干
渉
の
実
態
な
ど
は
、
そ
れ
自
体
重
要
な
考
察
の
対
象
と
な
っ

て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
、
、
、
、
、
、
、
　

　
さ
ら
に
第
二
の
傾
向
と
し
て
、
社
会
史
的
ア
ブ
㍑
ー
チ
の
重
要
性
を
あ
げ
た
い
。
S
・
ケ
ン
ト
お
よ
び
P
・
イ
ゴ
ネ
他
に
よ
る
立
憲
王
政
下

の
議
員
に
対
す
る
政
治
的
一
社
会
職
業
的
分
析
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
事
例
で
あ
る
。
い
ま
一
方
の
研
究
の
潮
流
に
、
地
方
的
設
定
で
詳
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

検
証
さ
れ
た
政
治
勢
力
の
角
逐
、
お
よ
び
社
会
関
係
が
政
治
過
程
を
規
定
す
る
好
個
の
事
例
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
名
望
家
支

　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

配
の
実
態
な
ど
に
関
す
る
大
部
の
書
物
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
の
成
果
を
中
木
康
夫
教
授
の
著
作
を
通
じ
て
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
第
三
の
研
究
の
傾
向
は
、
数
量
的
把
握
の
方
法
が
比
較
的
応
用
さ
れ
て
い
る
分
野
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
選
挙
制
度
・
議
会
制
度
の
進
化

の
過
程
そ
の
も
の
に
関
連
し
て
い
る
。
制
度
の
充
実
と
と
も
に
、
歴
史
学
で
扱
い
得
る
デ
ー
タ
も
豊
蜜
に
な
り
、
体
系
づ
け
ら
れ
て
く
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

で
あ
る
。
大
革
命
下
の
選
挙
は
選
挙
人
の
存
在
形
態
が
あ
ま
り
に
も
多
様
で
あ
っ
た
た
め
、
選
挙
人
集
会
の
開
催
に
つ
い
て
も
一
律
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
全
国
的
も
し
く
は
時
間
的
に
整
序
可
能
な
デ
ー
タ
ー
①
ω
α
8
審
①
ω
窪
。
。
曾
δ
は
得
ら
れ
な
い
の
で
、
数
量
化
分
析
の
対
象
と

は
な
し
が
た
い
。
と
こ
ろ
が
、
極
端
な
制
限
選
挙
体
制
冨
σ
q
冨
①
o
o
口
。
。
搾
鉱
お
を
特
色
と
す
る
立
憲
王
政
下
で
は
、
議
員
の
選
挙
資
格
、
つ
ま

り
は
社
会
的
出
自
が
厳
密
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
数
量
化
の
対
象
と
さ
れ
易
い
。
単
に
議
員
の
嵐
自
に
留
ま
ら
ず
、
議
会
内
で
の
党
派
的

活
動
、
選
挙
民
の
反
応
な
ど
が
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
。
数
量
化
分
析
に
触
発
さ
れ
た
政
治
史
の
見
直
し
が
、
こ
の
反
動
の
時
代
に
集
中
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
に
み
え
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
例
で
あ
る
T
・
ベ
ヅ
ク
や
L
・
ジ
ラ
ー
ル
他
の
先
駆
的
業
績
も
、
か
れ
ら
が
採
用
し
た

統
計
的
処
理
の
方
法
を
様
々
の
時
代
に
あ
て
は
め
、
政
治
史
の
再
点
検
を
全
体
に
及
ぼ
し
て
は
じ
め
て
、
か
れ
ら
の
提
示
し
た
結
論
の
持
つ
意
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味
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
衆
参
加
の
政
治
情
況
を
演
出
し
た
第
二
共
和
政
下
に
お
け
る
普
通
選
挙
導
入
後
の
政
治

構
造
の
解
明
に
、
数
量
的
把
握
の
方
法
が
応
用
さ
れ
た
例
は
聞
か
な
い
。
普
通
選
挙
に
よ
っ
て
民
主
的
な
原
理
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

一
八
四
八
年
置
四
聖
議
会
は
、
係
争
法
案
に
つ
い
て
官
報
モ
ニ
ト
ゥ
ー
ル
紙
に
賛
否
の
別
、
お
よ
び
投
票
時
不
在
の
議
員
名
を
明
ら
か
に
す
べ

く
、
投
票
リ
ス
ト
を
掲
載
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
小
論
が
五
節
以
下
の
分
析
で
依
拠
し
た
の
は
こ
の
リ
ス
ト
で
あ
り
、
共
和
主
義
的
政
治
の
理

想
に
基
づ
く
議
会
制
度
の
進
化
を
経
て
、
よ
う
や
く
最
新
の
分
析
法
に
適
合
的
な
史
料
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
こ
の
制
憲
議
会
を
通
説
に
従
っ
て
一
貫
し
て
「
共
和
主
義
的
」
で
あ
っ
た
と
す
る
に
は
、
い
さ
さ
か

た
め
ら
い
を
覚
え
る
。
す
な
わ
ち
、
通
説
の
よ
う
に
、
穏
健
共
和
派
に
擬
せ
ら
れ
た
五
〇
〇
名
の
絶
対
多
数
を
、
制
憲
議
会
の
存
続
し
た
全
期

間
（
一
八
四
八
年
五
月
一
一
八
四
九
年
五
月
）
に
わ
た
る
党
派
的
結
集
の
様
態
に
あ
て
は
め
る
の
は
む
つ
か
し
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は

制
憲
議
会
に
お
け
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
所
在
を
も
っ
と
も
良
く
示
す
党
派
の
議
席
数
の
考
察
に
論
点
を
絞
ろ
う
。

　
四
八
年
の
人
々
一
Φ
ω
ρ
舞
孝
孫
？
ぎ
部
落
α
ω
が
自
己
の
信
条
と
は
無
関
係
に
、
現
実
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
事
情
は
、
　
「
明
日
の
共
和
派

潟
Φ
鷲
げ
一
ぢ
三
塁
q
q
囲
Φ
民
。
白
Φ
簿
」
と
い
う
当
時
の
皮
肉
な
呼
称
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
二
月
革
命
以
前
か
ら
共
和
主
義
を
唱
え
て
い
た
「
昨

日
の
共
和
悪
口
ひ
鷲
巨
8
巴
富
◎
Φ
一
ρ
＜
①
は
一
①
」
と
こ
れ
を
同
列
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
つ
ま
り
、
通
説
で
書
う
と
こ
ろ
の
共
和
派
の

絶
対
多
数
の
な
か
に
は
、
赤
旗
の
脅
威
の
前
に
、
王
党
派
的
心
情
を
隠
し
て
い
る
者
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
素
朴
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯

疑
問
か
ら
小
論
は
出
発
し
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
の
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
時
代
の
著
述
は
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

を
代
弁
者
と
す
る
「
三
色
旗
共
和
派
」
の
大
勝
利
を
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
臨
時
政
府
の
事
実
上
の
首
班
が
、
議
会
開
会
直
後
の
行
政

委
員
選
出
に
際
し
て
、
か
ろ
う
じ
て
最
下
位
の
第
五
位
に
す
べ
り
込
ん
だ
事
実
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
二
月
革
命
の
も
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ら
し
た
普
通
選
挙
の
衝
撃
に
つ
い
て
論
じ
た
史
書
は
多
い
が
、
四
月
選
挙
の
結
果
に
対
す
る
評
価
が
定
ま
っ
た
と
は
言
い
が
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
こ
れ
ま
で
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
党
派
別
議
席
数
は
、
シ
ャ
ル
ル
・
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
著
作
に
基
づ
い
て
、
穏
健
共
和
派
を
五
〇
〇
、

急
進
派
と
社
会
主
義
者
を
一
〇
〇
、
オ
ル
レ
ア
ン
派
を
二
〇
〇
、
正
統
王
朝
派
を
一
〇
〇
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な
対
立
を
示
す
境

so （406）



フランス第二共和政・制憲議会議員の投票行動分析（高木）

界
線
を
引
け
ば
、
共
和
派
が
六
〇
〇
、
王
党
派
が
三
〇
〇
と
な
り
、
共
和
主
義
者
、
特
に
穏
健
派
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
確
立
し
て
い
る
か
に
み
え

る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
今
日
一
般
に
行
な
わ
れ
る
第
二
共
和
政
史
概
説
の
祖
型
は
、
G
・
デ
ュ
ヴ
ォ
ー
の
『
一
八
四
八
年
』
と
み
な
さ
れ
る
。
デ
ュ
ヴ
ォ
ー
に
よ
る

党
派
的
分
類
は
、
重
複
し
た
分
を
顧
慮
し
て
議
員
数
を
八
八
○
と
減
ら
し
た
ほ
か
は
、
基
本
的
に
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
の
判
断
を
継
承
し
、
穏
健
派

に
五
〇
〇
の
多
数
を
与
え
る
。
（
そ
の
他
は
急
進
派
八
○
、
ギ
ゾ
i
派
以
外
の
オ
ル
レ
ア
ン
無
二
〇
〇
、
正
統
主
義
者
一
〇
〇
と
す
る
。
）
そ
の

際
に
デ
ュ
ヴ
ォ
ー
は
オ
ル
レ
ア
ン
派
に
対
し
て
「
明
日
の
共
和
派
」
の
称
を
奉
る
の
だ
が
、
そ
う
す
る
と
「
昨
日
の
共
和
派
」
は
五
八
○
に
も

の
ぼ
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
る
に
、
か
よ
う
な
通
説
的
党
派
区
分
に
対
し
て
は
、
非
数
量
的
方
法
に
よ
っ
て
で
は
あ
る
が
、
重
大
な
批
判
が
な
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。

F
・
デ
ル
ー
ナ
は
、
穏
健
共
和
派
の
安
定
多
数
説
を
批
判
し
、
セ
ー
ニ
ョ
ボ
ス
に
よ
る
分
類
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
に
二
度
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

投
票
行
動
と
若
干
の
伝
記
史
料
の
み
だ
と
す
る
。

　
デ
ル
ー
ナ
自
身
の
判
断
は
後
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
彼
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
党
派
別
議
席
数
に
関
す
る
提
言
を
し
た
G
・
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

エ
イ
ゼ
ル
の
論
文
を
行
論
の
都
合
上
ま
ず
引
用
し
た
い
。
彼
は
学
位
論
文
の
提
出
で
先
行
し
た
デ
ル
ー
ナ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
革
命
以
前
の

制
憲
議
会
議
員
の
党
派
的
傾
向
頸
。
貞
Φ
〈
o
冨
江
。
舞
結
節
曲
一
一
舞
一
。
づ
の
検
証
と
い
う
方
法
を
共
有
し
な
が
ら
、
一
方
で
彼
独
自
の
史
料
、
す
な

わ
ち
議
会
開
会
後
に
開
か
れ
た
党
派
別
集
会
の
出
席
者
名
簿
を
決
め
手
と
し
て
、
革
命
後
の
転
向
や
。
ω
ぐ
鴨
Φ
び
暴
ρ
嬢
8
φ
〈
霞
ω
δ
昌
の
要
因
を

あ
わ
せ
考
え
る
。
フ
ェ
イ
ゼ
ル
の
推
論
は
次
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
る
。
す
な
わ
ち
、
八
五
一
の
確
定
議
席
の
う
ち
、
革
命
前
の
党
派
的
傾
向

で
み
る
と
、
　
「
昨
日
の
共
和
派
」
は
二
八
五
、
う
ち
穏
健
派
は
二
二
七
、
急
進
派
は
五
八
で
あ
る
。
ま
た
王
党
派
は
全
体
で
三
〇
六
（
デ
ル
ー

ナ
の
学
位
論
文
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
訳
は
オ
ル
レ
ア
ン
派
の
な
か
の
ギ
ゾ
ー
支
持
者
が
二
〇
、
王
朝
的
反
対
派
が
二
二
九
、
そ
し
て
正
統
王
朝

　
　
　
　
　
　
　
⑫

派
が
五
七
と
さ
れ
る
）
、
さ
ら
に
い
ず
れ
の
分
派
か
は
定
か
で
な
い
が
、
王
党
支
持
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
者
が
＝
二
三
、
残
り
の
一
二

七
は
革
命
前
の
支
持
傾
向
は
不
明
だ
が
、
名
望
家
出
身
者
の
多
い
こ
と
か
ら
「
受
身
の
共
和
派
℃
霧
ω
貯
。
器
智
ぴ
一
一
＄
器
」
r
（
あ
る
い
は
デ
ル
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！
ナ
の
表
現
で
は
「
心
情
的
王
党
派
㊤
・
β
銭
Φ
ω
。
o
鼻
巳
。
口
耳
。
ぼ
ω
汁
ω
」
）
と
み
な
す
の
で
あ
る
。
　
こ
の
最
後
の
グ
ル
ー
プ
に
、
受
身
と
は
い
え

共
和
派
の
称
を
与
え
る
由
縁
を
フ
ェ
イ
ゼ
ル
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
＝
一
七
名
の
う
ち
に
は
、
穏
健
派
の
機
関
紙
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
掲
載
さ

れ
た
候
補
者
リ
ス
ト
に
名
を
あ
げ
ら
れ
た
者
が
含
ま
れ
る
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
紙
推
薦
候
補
の
総
数
は
重
複
を
除
い
て
三
五
二
、
う
ち
一
六
が
急
進

派
で
あ
る
と
す
る
）
う
え
に
、
議
会
開
会
中
の
各
人
の
行
動
に
、
穏
健
共
和
派
と
合
流
す
る
可
能
性
を
認
め
得
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
フ
ェ
イ
ゼ
ル
の
最
終
的
難
事
は
、
穏
健
派
を
や
や
膨
ら
ま
せ
て
三
一
〇
1
二
〇
、
急
進
派
・
社
会
主
義
老
は
そ
の
ま
ま
で
五
八
、
王
党

派
陣
営
に
微
調
整
を
加
え
て
、
ギ
ゾ
i
派
を
二
四
、
王
朝
的
反
対
派
を
二
二
〇
、
正
統
王
朝
派
を
六
〇
、
残
り
の
一
七
〇
1
八
○
を
王
党
シ
ン

パ
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
議
席
の
党
派
別
割
当
て
の
分
野
に
先
鞭
を
つ
け
た
デ
ル
ー
ナ
は
、
フ
ェ
イ
ゼ
ル
に
よ
る
部
分
的
修
正
に
敬
意
を
表
し
つ
つ
も
、
革
命
前
の
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

派
的
帰
属
を
重
視
す
る
立
場
を
固
持
し
て
、
次
の
よ
う
な
判
断
を
下
し
た
。
す
な
わ
ち
、
共
和
無
二
八
五
、
王
党
摺
本
〇
六
の
大
枠
は
そ
の
ま

ま
に
、
前
者
の
内
訳
を
穏
健
派
二
三
〇
、
急
進
派
・
社
会
主
義
者
五
五
と
す
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
ギ
ゾ
i
支
持
者
一
九
、
王
朝
的
反
対
派

；
一
二
、
正
統
王
朝
派
五
六
と
変
更
し
て
い
る
。
ま
た
、
分
派
の
確
定
で
き
な
い
王
党
派
一
三
三
は
そ
の
ま
ま
だ
が
、
残
余
の
心
情
的
王
党
派

は
　
二
二
と
し
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
派
五
の
新
し
い
範
疇
を
設
け
て
い
る
。
本
稿
の
三
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
に
、
筆
者
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、

議
会
開
会
後
の
転
向
を
考
慮
に
入
れ
、
し
か
も
数
字
の
幅
を
設
け
て
い
る
フ
ェ
イ
ゼ
ル
に
、
よ
り
親
近
感
を
抱
く
。
し
か
し
、
両
者
の
判
断
の

差
は
問
題
関
心
の
違
い
に
由
来
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
両
論
並
記
の
か
た
ち
で
紹
介
す
る
に
留
め
た
。
た
だ
両
者
の
研
究
の
結
果
と
し

て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
制
憲
議
会
に
お
け
る
穏
健
共
和
派
優
位
の
構
図
は
も
は
や
成
り
立
た
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
・
デ
ル
ー
ナ
と
フ
ェ
イ
ゼ
ル
の
新
解
釈
が
世
に
問
わ
れ
た
一
九
六
〇
年
代
か
ら
今
日
に
到
る
ま
で
に
著
わ
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奮
　
　
　
　
　
　
⑳

政
治
史
、
も
し
く
は
選
挙
史
に
関
す
る
著
作
は
、
通
説
の
変
更
に
は
踏
み
切
っ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
R
・
プ
ラ
イ
ス
と
中
木
教
授
が
フ
ェ
イ

ゼ
ル
の
推
論
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
る
の
が
目
を
ひ
く
程
度
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
は
特
に
デ
ル
ー
ナ
の
最
後
の
一
人
ま
で
分
類
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

す
る
頑
さ
琶
Φ
ω
霞
ざ
3
0
冨
ω
ω
5
。
ρ
け
δ
⇒
に
冷
淡
な
態
度
を
と
り
続
け
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
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通
説
の
依
拠
す
る
党
派
区
分
に
対
し
て
、
フ
ェ
イ
ゼ
ル
や
デ
ル
ー
ナ
に
よ
る
批
判
が
加
え
ら
れ
て
い
る
以
上
、
党
派
区
分
は
総
合
的
な
政
治

過
程
の
把
握
の
出
発
点
で
あ
り
基
礎
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
再
検
討
、
さ
ら
に
は
確
定
作
業
が
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
小
論
の
課
題
は
、
デ
ル
ー
ナ
と
フ
ェ
イ
ゼ
ル
の
通
説
批
判
の
有
用
性
を
吟
味
す
る
た
め
に
、
両
老
の
非
数
量
的
方
法
と
は
異
な
り
、

投
票
行
動
分
析
に
数
量
的
方
法
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
党
派
別
の
分
類
を
試
る
こ
と
で
あ
る
。
適
用
し
た
数
量
的
分
析
の
特
性
に
応
じ
て
、

党
派
的
性
向
と
は
異
な
る
政
治
の
動
態
が
抽
出
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
こ
の
節
の
冒
頭
に
あ
げ
た
三
つ
の
研
究
傾
向
を
総
合
し

て
、
選
挙
・
投
票
分
析
を
政
治
史
の
全
体
構
造
に
位
置
づ
け
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
小
論
で
は
と
り
あ
え
ず
、
一
八
四
八
年
四
月
総
選
挙

の
帰
結
と
し
て
の
制
憲
議
会
に
お
け
る
党
派
の
別
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
史
上
の
矛
盾
点
の
一
つ
を
克
服
し
、
あ
わ
せ
て
歴

史
学
に
数
量
的
把
握
の
方
法
を
適
用
す
る
こ
と
の
意
味
を
探
り
た
い
。

①
　
田
㍉
男
ω
負
㊤
簿
。
曇
り
．
．
ω
0
9
0
一
〇
α
q
一
Φ
巴
①
。
8
H
巴
㊦
唱
。
ロ
同
一
．
ε
o
ρ
器
畠
。
ず

　
男
0
〈
o
ピ
謡
8
h
霞
鍔
巴
。
。
ρ
、
、
さ
寒
ミ
3
周
差
9
”
冥
ρ
ω
噛
お
の
。
。
層
℃
．
㎝
9
占
。
。
ρ

　
こ
の
論
文
の
後
半
に
付
さ
れ
た
三
つ
の
課
題
が
重
要
で
あ
り
、
本
節
前
半
で
は
そ

　
の
趣
旨
を
参
考
に
し
て
研
究
史
整
理
を
行
っ
た
。

②
　
や
0
9
ヨ
℃
げ
返
盃
§
ミ
自
ぎ
軸
ミ
ミ
魯
恥
§
起
§
ミ
肇
ミ
篤
§
防
罫
§
嵐
N
恥
漁

　
ド
8
伊

③
ω
自
ρ
窪
＄
タ
。
や
9
け
こ
℃
驚
α
8
ふ
お
．

④
　
ω
●
囚
①
暮
、
．
．
毎
Φ
9
0
冨
一
に
。
・
富
。
眺
舅
憎
田
μ
8
、
。
。
冒
ぐ
窯
。
ロ
霞
畠
ざ
一
留
O
I

　
呼
。
。
蒔
G
。
噂
、
．
き
、
ミ
惑
ミ
§
ミ
ミ
い
ミ
ミ
朝
毎
＜
。
ド
8
客
ρ
一
”
お
鐸
や
同
ミ
占
撃

　
濁
こ
§
価
竪
ミ
帖
§
ミ
械
題
N
§
㌔
§
§
噛
一
㊤
録

⑤
　
総
裁
政
府
下
の
選
挙
干
渉
は
、
｝
．
－
男
．
ω
嘆
P
葺
0
9
～
卜
a
ミ
馬
b
驚
§
防
§
馬
．
§
斡

　
苺
馬
こ
恥
．
9
愚
恥
．
ミ
ミ
§
舘
ミ
ミ
“
ミ
、
（
㎏
ご
ミ
こ
N
蕊
）
魑
一
り
芦
第
二
共

　
和
政
下
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
　
＞
9
0
0
ぴ
σ
ρ
戸
、
、
》
畠
轟
上
置
貯
ρ
賦
く
。
℃
巴
。
器
鱈
同
①

　
首
窪
①
翼
8
試
8
0
占
奪
①
噂
穏
。
ロ
。
ゴ
O
g
。
。
八
二
①
暮
〉
。
。
ω
①
ヨ
げ
一
ざ
》
箕
搾

　
蕊
蔭
q
。
閣
、
、
勲
ミ
ミ
ぎ
ミ
き
馬
ぎ
向
ミ
鱈
§
o
、
衷
乳
。
蓋
“
ミ
物
題
§
§
餅
H
Φ
O
b
。
．
お
よ
び

　
り
N
。
耳
当
”
、
．
Ω
o
く
。
巨
旨
①
暮
℃
o
犀
。
《
一
一
H
昏
Φ
津
。
蓉
げ
Ω
①
き
舜
一
図
一
①
。
諜
8

　
。
｛
一
。
。
蒔
P
、
、
高
聴
§
ミ
§
ミ
ミ
寓
§
馬
§
閣
署
ρ
邸
。
β
お
α
P

⑥
ω
辱
緊
①
暮
”
↓
富
肉
驚
ミ
§
ミ
賊
。
。
～
N
§
㌻
ミ
§
㍉
㊤
拐
・

⑦
勺
㍉
切
9
誕
茜
窪
器
ρ
、
、
い
拶
8
5
℃
8
葺
8
9
則
ρ
O
訂
ヨ
げ
お
畠
①
ω
U
9
霧
訟

　
山
。
H
。
。
曽
ρ
同
。
。
ω
ど
．
．
肉
§
ミ
ミ
§
鳶
罫
8
b
。
ω
P
δ
①
。
。
．
勺
・
U
㍉
国
二
ρ
註
掃
燭

　
国
一
α
q
o
言
④
戸
、
．
9
霧
。
。
讐
O
o
霞
毛
鉱
。
戸
㊤
＆
℃
2
三
8
冒
夢
。
凋
H
魯
9
0
げ
ρ
ヨ
ー

　
ぴ
霞
o
h
U
。
覚
諜
⑦
ω
弘
鐙
？
同
。
。
幽
。
。
層
、
．
ミ
§
忌
ミ
§
§
ミ
G
リ
ミ
織
§
層
く
。
ド
ρ

　
客
9
b
。
い
一
8
メ

⑧
い
。
Ω
δ
話
嵩
㊦
5
卜
塁
誉
醤
§
ミ
馬
装
吻
魯
§
§
さ
画
§
馬
幽
き
既
§
逡
§
馬
、
ミ
無
。
き

　
特
ミ
爵
ミ
§
ミ
喰
禽
§
一
門
ミ
逃
§
蕊
（
b
P
ρ
】
P
口
G
陰
O
同
一
け
）
り
お
0
ρ
や
く
喧
⑦
び
ぎ

　
⑦
§
嵩
§
ミ
誉
ミ
Q
ミ
糺
a
蕊
ミ
蔵
讐
§
鼠
§
慧
”
H
㊤
①
。
。
●
〉
．
論
難
。
品
p
註
い

　
密
偽
、
息
ミ
ミ
画
§
乙
女
こ
．
肉
乳
避
ミ
ミ
§
§
織
穿
恥
w
“
こ
、
愚
§
篤
§
§
ミ
愚
。
－

　
謡
画
蕊
（
斜
㎏
。
。
豊
－
謎
凝
y
一
り
爵
．
第
二
共
涌
政
期
の
地
方
史
蘭
研
究
に
つ
い
て
は
、

　
M
・
ア
ギ
ュ
ロ
ン
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
概
説
の
参
考
文
献
表
の
う
ち
、
思
9
山
。
℃
胃

　
融
σ
q
δ
ロ
の
項
目
を
参
照
（
レ
8
＞
σ
q
巳
ぴ
o
P
N
偽
艇
恥
9
“
馬
．
黛
篭
｝
、
恥
ミ
跨
簑
死
恥
§
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愚
き
N
鳶
ミ
噛
嵐
。
。
へ
や
鍵
謡
い
お
お
●
）
。

⑨
》
．
娠
■
↓
償
9
。
・
ρ
噛
密
勉
㍗
§
園
の
鵠
。
ミ
ミ
跨
§
㌔
ミ
§
♪
N
題
O
占
％
も
り
日
卜
。
’

　
お
ζ
籍
野

⑩
中
木
康
夫
『
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
・
上
』
一
九
七
五
年
。

⑪
　
革
命
期
の
選
挙
人
集
会
の
模
様
に
つ
い
て
は
、
パ
リ
に
目
す
る
次
の
史
料
集
を

　
あ
げ
て
お
き
た
い
。
這
§
ミ
ミ
魯
ミ
ミ
S
・
ミ
鴨
§
勺
ミ
貴
B
ω
レ
。
。
Φ
ρ
謎
㊤
距
霧

　
お
O
伊
話
偉
物
伴
ド
リ
課
．

⑫
　
り
切
8
H
（
魑
寧
§
暮
卜
露
酔
馬
ミ
ミ
恥
魑
謎
O
？
蕊
ミ
噂
這
9
§
母
§
O
謎
§
“
ミ
ミ
き
恥

　
建
言
。
蔓
簡
μ
り
冠
含

⑬
炉
乱
吹
p
a
陶
尋
■
ω
。
乱
雲
p
戸
国
・
O
巴
①
仲
閣
霧
即
Q
o
ω
ω
①
N
ト
眠
き
黛
ミ
憲
§
馳

　
恥
愚
ミ
跨
§
N
。
。
寄
1
㎏
。
。
嬉
’
H
㊤
♂
匂
や
辰
ω
山
勢
■

⑭
い
。
ψ
昏
ミ
馬
ミ
§
画
§
・
恥
ミ
（
嵩
。
。
Φ
占
0
9
y
圃
紙
の
官
報
と
し
て
の
公
共
的
性

　
格
の
起
源
を
解
説
し
た
も
の
に
、
鷲
見
洋
一
『
フ
ラ
ン
ス
官
報
と
パ
リ
・
コ
ミ
ュ

　
ー
ン
資
料
展
目
録
瞼
一
九
七
五
年
、
が
あ
る
。

⑯
　
制
憲
議
会
の
党
派
別
構
成
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
言
及
は
、
　
「
六
月
革
命
」

　
『
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
5
巻
、
　
一
三
一
ニ
ー
＝
二
七
頁
、
お
よ
び
『
フ

　
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』
の
敷
畳
に
認
め
ら
れ
る
。
特
に
後
者
に
は
、
「
フ

　
ラ
ソ
ス
の
革
命
的
著
述
家
た
ち
で
さ
え
、
共
和
主
義
的
伝
統
に
た
い
す
る
一
種
の

　
畏
敬
か
ら
、
あ
た
か
も
憲
法
制
定
国
民
議
会
は
王
党
派
が
支
配
し
て
い
た
か
の
よ

　
う
な
謬
見
を
固
定
化
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
一
文
が
み
ら
れ
る
（
『
マ
ル
ク
ス
・

　
エ
ン
ゲ
ル
ス
全
集
』
第
七
巻
、
三
三
頁
）
。

⑯
U
●
望
。
旨
（
8
ヨ
富
。
・
ω
o
ユ
、
》
α
Q
o
響
け
）
’
ミ
§
き
§
ミ
ミ
噌
。
N
ミ
帖
§
織
こ
。
。
蚕

　
B
H
L
。
。
㎝
ρ
や
器
ρ
こ
の
女
流
歴
史
家
は
四
月
総
選
挙
の
結
果
が
臨
時
政
府
内

　
の
少
数
派
目
急
進
派
の
完
全
な
敗
北
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
多

　
数
能
書
穏
健
派
に
対
抗
す
る
勢
力
と
し
て
正
統
主
義
者
の
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
、
こ

　
れ
に
一
三
〇
議
席
を
罵
り
あ
て
る
。
彼
女
の
見
解
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で

　
第
三
共
和
政
期
の
歴
史
家
P
・
ド
・
ラ
・
、
認
ル
ス
に
継
承
さ
れ
る
が
、
彼
は
王
党

　
陣
営
全
体
と
し
て
全
九
〇
〇
議
席
の
四
分
の
一
に
満
た
な
い
数
を
想
定
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
正
統
主
義
者
一
三
〇
、
オ
ル
レ
ア
ン
歩
一
〇
〇
弱
が
彼
の
結
論
と

　
な
る
。
闇
璽
縣
Φ
㌶
O
o
『
o
ρ
ミ
無
ミ
爲
職
恥
ミ
句
爵
。
轟
§
嵐
衝
＆
登
ミ
（
鴨
》
ミ
揖
＆
傍
♪

　
冨
器
＆
ニ
ド
Q
。
c
。
メ
　
国
①
箕
一
流
ぴ
器
＆
o
嵩
刈
。
鐙
‘
℃
や
b
。
お
I
b
。
一
①
．

⑰
》
．
型
δ
零
p
卜
題
§
§
“
唖
偽
§
蝕
ミ
　
躇
こ
§
鰍
§
、
造
§
等
§
§
讐
謎
へ
㍗

　
N
℃
恥
勲
H
り
ω
O
●

⑯
ρ
o
D
Φ
黄
ぎ
ぴ
8
”
ぎ
ミ
s
N
ミ
ご
｝
い
§
嵩
奏
－
建
地
§
ミ
馬
屋
M
轄
譜
弘
8
押

　
や
。
。
“
。
1
器
．

⑲
○
。
U
質
く
。
ρ
口
気
。
。
へ
鈎
巳
①
伊
娼
。
嵩
ド
デ
ュ
ヴ
ォ
ー
の
判
断
は
次
に
あ
げ
る
著

　
作
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
拶
く
お
δ
」
卜
黛
的
魯
§
§
謁
愚
N
（
ミ
鳶
器
・
お
⑦
N
℃
・

　
Q
Q
餅
　
い
ω
凶
α
q
巳
甲
”
評
N
象
恥
噛
§
馬
陶
§
§
這
詩
ミ
蕊
b
§
s
偽
§
騎
窃
響
き
ミ
ミ
画
。
誠

　
§
奪
ミ
愚
3
δ
お
（
○
目
一
σ
q
圃
三
脚
圃
　
｛
H
O
口
O
ン
　
O
α
一
け
一
〇
渇
層
　
同
㊤
圃
O
）
り
や
ト
診
蕊
．

⑳
切
・
U
①
U
替
p
。
’
§
馬
受
込
S
§
ミ
9
§
喧
周
§
、
℃
群
U
．
田
器
⑦
再
ρ
賦
8
魑

　
o
ワ
露
け
o
q
巳
く
角
。
・
湾
団
o
h
H
o
霜
餌
噛
H
8
N

⑳
　
ρ
男
霧
㊦
押
↓
曹
等
§
鼻
§
§
§
誉
謁
§
魯
§
目
撃
層
嵩
鴇
一
蕊
℃
勺
覚
∪
ら

　
象
ω
ω
Φ
『
3
怠
。
戸
　
ω
畠
諜
。
吋
q
　
q
巳
く
露
。
。
諄
ざ
　
お
①
ρ
　
　
H
㎝
こ
．
、
擁
げ
Φ
凶
器
口
。
げ

　
図
一
コ
口
鉱
o
o
o
賄
b
o
Q
。
》
℃
『
凶
一
層
一
Q
。
幽
○
◎
”
ω
ロ
σ
q
α
q
o
ω
江
。
昌
ω
h
o
H
餌
閃
①
〈
一
ω
一
〇
戸
．
、
鵠
唾
§
罫

　
ミ
無
ミ
智
ミ
晦
ミ
ミ
馬
勲
く
2
・
ρ
累
ρ
ω
．
お
①
o
。
．
フ
ェ
イ
ゼ
ル
は
学
位
論
文
の
な

　
か
で
、
議
員
の
党
派
別
分
類
の
手
法
を
三
種
類
紹
介
し
て
い
る
。
第
一
は
セ
ー
ニ

　
ョ
ボ
ス
の
結
論
を
為
り
い
た
、
議
員
の
投
票
行
動
を
暁
模
討
す
る
方
法
で
あ
る
。
フ
ェ

　
イ
ゼ
ル
自
身
は
こ
の
方
法
を
、
議
決
の
選
択
が
恣
意
的
に
過
ぎ
る
と
し
て
評
価
し

　
な
い
。
第
二
は
本
文
に
も
紹
介
し
た
革
命
以
前
の
党
派
的
傾
向
を
確
認
す
る
方
法

　
で
あ
る
。
こ
れ
を
主
と
す
る
点
で
は
、
デ
ル
ー
ナ
、
フ
ェ
イ
ゼ
ル
両
名
と
も
に
ネ

　
イ
ミ
ア
史
学
の
系
譜
に
位
澱
づ
け
ら
れ
る
と
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
過
去

　
の
経
論
か
ら
政
治
家
の
行
動
様
式
の
す
べ
て
を
割
り
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

　
の
で
、
フ
ェ
イ
ゼ
ル
は
ネ
イ
ミ
ア
流
の
方
法
を
補
う
第
三
の
分
析
視
点
、
す
な
わ

　
ち
選
挙
後
の
実
際
の
党
派
的
結
集
の
模
様
を
押
さ
え
よ
う
と
し
た
。
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フランス第ご共和政・欄憲議会議員の投票行動分析（高木）

⑫
U
①
い
田
5
0
や
簿
‘
℃
」
O
Φ
．

⑭
H
げ
峯
噂
℃
■
ド
O
伊
デ
ル
ー
ナ
は
こ
の
箇
所
で
み
ず
か
ら
ネ
イ
ミ
ア
史
学
の
系
譜

　
に
位
置
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
直
接
指
導
を
受
け
た
の
は
W
・
エ

　
イ
デ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
。
エ
イ
デ
ロ
ッ
ト
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
芝
井
敬
司
氏
の
前

掲
論
文
、
穴
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。
た
だ
し
、
デ
ル
ー
ナ
の
手
法
は
師
の
オ
ー
ソ

　
ド
ッ
ク
ス
な
側
面
、
つ
ま
り
統
計
的
処
理
の
方
法
で
は
な
く
て
個
人
的
経
歴
の
精

　
査
の
方
法
を
継
承
し
て
い
る
。

二
　
議
案
の
検
討
と
争
点
の
析
出

＠
男
U
Φ
い
量
ρ
§
馬
ミ
§
暮
尋
讐
§
6
§
職
ミ
9
§
喧
§
鉛
奉
H
㊤
0
ρ

や
H
O
刈
－
置
。
。
．

⑳
男
．
野
h
8
り
§
旦
暮
§
さ
曽
8
嵩
§
尋
㌣
ミ
♪
」
の
§
ミ
ミ
§
§
お
鐸

　
や
ば
ρ

⑳
中
木
、
前
掲
書
、
二
八
九
頁
。

⑳
　
羅
切
。
ジ
ト
3
“
§
§
豪
雨
噛
榊
専
§
3
ミ
§
ミ
ミ
恥
8
馬
。
ご
落
馬
「
一
〇
刈
。
。
も
■
さ
。
一
．

　
制
憲
議
会
は
第
二
共
和
政
の
政
体
を
決
す
る
憲
法
制
定
を
第
一
の
任
務
と
し
な
が
ら
、
通
常
の
立
法
機
能
を
も
果
た
し
て
い
る
。
憲
法
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

過
程
と
通
常
立
法
作
業
と
を
問
わ
ず
、
議
員
の
発
議
（
二
〇
名
以
上
の
支
持
が
必
要
）
の
も
と
に
、
官
報
モ
ニ
ト
ゥ
ー
ル
紙
が
投
票
リ
ス
ト
を

掲
載
し
た
議
決
の
数
は
優
に
二
〇
〇
件
を
超
え
る
。

　
賛
否
の
態
度
を
天
下
に
公
表
す
る
と
い
う
方
策
は
、
お
そ
ら
く
保
守
派
（
王
党
派
、
特
に
オ
ル
レ
ア
ン
派
に
つ
い
て
こ
の
語
を
用
い
る
）
に

属
す
る
議
員
の
活
動
を
封
ず
る
目
的
か
ら
出
発
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
政
治
史
の
脈
絡
で
は
、
国
王
殺
し
（
ル
イ
一
六
世
処
刑
賛

成
者
器
σ
q
§
α
Φ
ω
）
糾
弾
の
イ
メ
ー
ジ
に
結
び
つ
く
投
票
結
果
の
公
表
は
、
ま
ず
オ
ル
レ
ア
ン
家
追
放
令
（
表
1
の
V
1
）
の
反
対
者
に
対
し
て
踏

み
絵
を
つ
き
つ
け
る
意
味
を
も
っ
た
。
し
か
し
、
六
月
事
件
後
は
政
治
の
局
面
の
転
換
に
あ
わ
せ
て
、
社
会
主
義
者
・
急
進
共
和
派
に
対
す
る

訴
追
と
同
様
の
効
果
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
パ
リ
民
衆
の
勢
力
の
退
潮
を
み
た
と
は
い
い
な
が
ら
、
憲
法
審
議
が
本
格
化
し
た
九
月
か
ら
は
、
個
々
の
係
争
的
な
条
文
に
つ
い
て
諸
党
派

の
修
正
案
が
出
そ
ろ
い
、
そ
の
結
果
お
の
ず
と
生
ず
る
党
派
的
感
情
の
発
露
に
よ
っ
て
、
投
票
リ
ス
ト
の
掲
載
機
会
が
増
し
た
。
一
八
四
八
年

忌
最
後
の
三
分
の
一
の
時
期
、
つ
ま
り
九
月
か
ら
大
統
領
選
挙
に
よ
っ
て
政
界
の
潮
流
が
一
変
す
る
一
二
月
ま
で
は
、
憲
法
審
議
の
論
戦
と
そ

の
余
波
の
な
か
で
、
王
党
、
共
和
両
派
の
違
い
が
際
立
っ
た
時
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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ル
イ
ー
ー
ナ
ポ
レ
ォ
ン
の
大
統
領
妾
選
、
彼
に
よ
る
バ
ロ
！
－
フ
ァ
ル
ー
王
党
連
合
内
閣
の
任
命
に
力
を
得
た
保
守
派
は
、
翌
四
九
年
一
月
に

反
動
攻
勢
を
か
け
た
。
　
「
組
織
法
」
舗
定
を
終
え
る
ま
で
は
存
続
す
る
こ
と
を
決
議
（
表
1
の
V
6
）
し
て
い
た
制
憲
議
会
は
、
結
局
み
ず
か
ら

の
意
志
で
解
散
す
る
こ
と
を
時
言
す
る
の
で
あ
る
（
表
！
の
V
1
3
、
保
守
派
の
ラ
ト
ー
お
よ
び
ラ
ソ
ジ
ュ
イ
ネ
提
案
）
。
一
月
末
か
ら
三
月
ま
で
の
間
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は
、
後
継
の
立
法
議
会
を
選
出
す
る
た
め
の
選
挙
法
審
議
、
あ
る
い
は
国
家
予
算
の
策
定
に
明
け
暮
れ
て
、
活
発
さ
を
装
っ
て
は
い
る
が
、
実

際
に
は
出
席
議
員
は
六
割
が
た
の
五
〇
〇
名
前
後
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
議
会
運
営
の
責
任
者
は
た
び
た
び
出
席
者
数
を
確
認
し
、
新
た
な
選

挙
を
控
え
て
申
講
が
相
次
い
だ
公
務
欠
席
。
9
μ
σ
q
ひ
に
よ
る
審
議
の
停
滞
を
懸
念
し
て
、
　
公
務
に
あ
て
ら
れ
る
日
数
を
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
四
九
年
二
月
か
ら
制
憲
議
会
の
命
運
が
尽
き
る
五
月
末
ま
で
は
、
投
票
リ
ス
ト
の
第
二
の
ラ
ッ
シ
ュ
の
時
期
と
な
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
議
員
の
大
多
数
が
属
名
公
表
に
こ
だ
わ
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
パ
リ
民
衆
の
威
鞭
を
恐
れ
る
必
要
の
な
く
な
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
表
1
の
V
1
5
、
政
治
結
社
禁
止
法
の
成
立
に
そ
の
間
の
事
情
が
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
）
。
一
方
、
活
力
を
失
な
っ
た
穏
健
派
や
、

社
会
の
鎮
静
化
に
安
堵
の
た
め
息
を
つ
く
保
守
派
議
員
の
動
き
と
は
対
照
的
に
、
フ
ロ
コ
ン
を
中
心
と
す
る
急
進
派
は
、
出
席
議
員
の
減
少
に

よ
り
過
半
数
が
低
下
し
た
こ
の
時
期
を
と
ら
え
、
六
月
事
件
関
係
の
流
刑
者
解
放
（
表
1
の
V
1
9
）
等
の
思
い
切
っ
た
提
案
を
し
て
、
死
に
体
の

議
会
に
活
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
王
党
派
の
政
権
に
挑
戦
す
る
民
主
1
1
社
会
主
義
者
の
隊
列
が
整
備
さ
れ
て
い
く
過
程
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
〇
〇
以
上
に
の
ぼ
る
投
票
リ
ス
ト
に
関
係
す
る
議
案
の
、
も
ち
ろ
ん
全
部
を
検
討
す
る
こ
と
は
小
論
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、

制
憲
議
会
の
性
格
を
反
映
す
る
と
と
も
に
、
す
で
に
同
時
代
か
ら
論
議
の
的
と
さ
れ
た
議
案
を
中
心
に
一
九
件
を
選
び
（
表
1
）
、
三
に
お
け
る

分
析
の
基
礎
と
し
た
。
そ
の
う
ち
、
本
節
冒
頭
の
記
述
に
盛
り
込
ん
だ
も
の
を
除
い
て
、
主
要
な
議
案
に
つ
い
て
は
内
容
に
ま
で
立
ち
入
っ
て

解
説
を
加
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
議
案
選
択
の
基
準
と
し
た
の
は
テ
ユ
デ
ス
ク
の
研
究
で
あ
る
が
、
彼
は
名
望
家
層
の
及
ぼ
し
た
政
治
的
影
響
力
を
実
証
す
る
の
が
目
的
で
あ

る
か
ら
、
伝
統
的
な
政
治
対
立
、
す
な
わ
ち
王
党
派
と
共
和
派
の
対
抗
を
き
わ
だ
た
せ
る
よ
う
な
議
案
の
選
択
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
憲
法
審

議
過
程
の
党
派
間
の
駆
け
引
き
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
か
、
憲
法
の
条
文
に
関
す
る
議
案
は
そ
っ
く
り
欠
落
し
て
い
る
（
テ
ユ
デ

ス
ク
が
選
ん
だ
議
案
は
表
1
右
端
に
T
の
文
字
を
付
し
た
）
。
テ
ユ
デ
ス
ク
が
依
拠
し
た
同
時
代
史
料
は
、
ラ
ジ
ネ
ル
な
る
経
歴
不
詳
の
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

が
編
集
し
た
四
八
件
の
投
票
リ
ス
ト
で
あ
る
が
、
彼
は
そ
の
な
か
か
ら
特
に
政
治
面
の
強
い
一
四
議
案
を
抜
き
出
し
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
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テ
ユ
デ
ス
ク
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
四
回
の
投
票
の
う
ち
、
二
度
以
上
左
派
と
同
調
し
な
い
者
が
右
派
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
の
方
法
は
簡
便
で
、

確
か
に
あ
る
程
度
有
効
な
判
別
法
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ギ
ゾ
ー
に
近
い
グ
ル
ー
プ
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
保
守
派
、
正
統
主
義
者
、
そ
れ

に
四
月
総
選
挙
で
初
め
て
国
会
に
議
席
を
占
め
た
新
人
議
員
は
、
表
1
の
V
1
・
オ
ル
レ
ア
ン
家
追
放
令
に
か
な
ら
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
賛

成
票
を
投
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
に
あ
げ
た
テ
ユ
デ
ス
ク
に
よ
る
右
派
の
定
義
は
、
左
派
之
右
派
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
V
1
を
除
く

残
り
一
三
回
の
投
票
に
、
一
度
た
り
と
も
左
派
と
同
調
し
な
い
者
と
な
る
。
V
1
を
除
い
た
テ
ユ
デ
ス
ク
選
択
に
な
る
他
の
議
案
は
、
六
月
事

件
直
後
の
四
件
と
四
九
年
に
入
っ
て
か
ら
の
七
件
を
中
核
と
す
る
が
、
こ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
名
望
家
出
身
で
王
党
的
傾
向
を
も
つ
議
員
が

左
派
に
同
調
す
る
と
は
や
は
り
考
え
に
く
い
。
テ
ユ
デ
ス
ク
自
身
は
議
案
選
択
の
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
が
、
経
済
的
、
社
会
的
案
件
も
多
く

上
程
さ
れ
た
制
憲
議
会
の
審
議
か
ら
も
っ
ぱ
ら
政
治
的
課
題
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
彼
の
基
準
に
よ
れ
ば
伝
統
的
な
党
派
対
立
が

重
点
的
に
抽
出
さ
れ
る
と
予
見
で
き
る
。

　
小
論
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
テ
ユ
デ
ス
ク
と
は
微
妙
に
異
な
っ
て
、
制
憲
議
会
の
存
続
し
た
全
期
間
に
わ
た
る
政
治
構
造
、
特
に
右
派

の
み
な
ら
ず
全
議
員
の
党
派
的
結
集
の
解
明
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
テ
ユ
デ
ス
ク
の
選
択
に
お
い
て
み
ら
れ
た
時
期
的
な
空
白
を
埋
め
る
か

た
ち
で
、
憲
法
審
議
過
程
を
中
心
に
五
議
案
を
付
け
加
え
た
。
そ
の
な
か
で
も
V
1
2
の
塩
税
問
題
は
共
和
主
義
政
権
の
積
み
残
し
法
案
と
し
て

重
い
諜
題
を
担
っ
て
い
る
。
共
和
派
は
前
体
制
の
金
融
寡
頭
制
を
打
破
し
て
、
経
済
上
の
自
由
主
義
を
達
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
た
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
、
一
年
足
ら
ず
と
は
い
え
政
権
の
座
に
あ
っ
た
一
八
四
八
年
に
、
国
家
財
政
保
全
の
見
地
か
ら
塩
税
を
根
絶
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
塩

税
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
、
V
7
の
二
院
制
、
V
9
の
大
統
領
選
挙
法
な
ど
は
ア
ト
リ
エ
紙
の
記
事
か
ら
想
を
得
て
、
本
稿
で
の
分
析
の
対
象

　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
紙
に
結
集
し
た
労
働
階
級
出
身
の
政
治
グ
ル
ー
プ
は
、
一
八
四
〇
年
代
に
パ
リ
を
地
盤
と
し
て
勢
力
を
養
っ
て
き
た
。

筆
者
が
参
考
に
し
た
記
事
は
パ
リ
地
区
選
出
議
員
三
四
名
の
投
票
結
果
を
示
す
表
を
伴
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
覧
表
は
立
法
議
会
選
挙
の
候
補

者
選
定
基
準
を
読
者
に
供
給
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
少
な
く
と
も
ア
ト
リ
エ
派
と
そ
の
影
響
下
に
あ
っ
た
労
働
者
の
間
で
は
、
投

票
リ
ス
ト
の
公
開
が
現
実
的
意
味
を
持
ち
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
ア
ト
リ
エ
派
の
選
択
し
た
議
案
は
全
部
で
一
七
件
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
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一
〇
議
案
が
小
論
の
分
析
対
象
と
な
っ
て
い
る
（
表
1
に
は
A
と
記
し
た
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
筆
者
が
利
用
し
た
い
ま
ひ
と
つ
の
同
時
代
史
料
は
、
一
八
四
九
年
の
立
法
議
会
議
員
の
伝
記
に
か
な
り
の
頁
を
割
い
て
い
る
も
の
の
、
制
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

議
会
議
員
に
つ
い
て
も
簡
略
な
が
ら
そ
の
年
齢
、
職
業
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
各
種
人
名
辞
典
や
モ
ニ
ト
ゥ
ー
ル
紙
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー

タ
の
検
証
に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
匿
名
の
文
献
で
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
一
五
件
の
議
案
の
選
択
の
意
味
を
お
し
は

か
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
が
、
恐
ら
く
は
一
八
四
九
年
以
降
中
央
政
界
に
足
場
を
失
な
っ
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
活
動
に
走
っ
た
急
進
派
の
手
に

な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
史
料
の
前
半
部
を
占
め
る
議
員
名
簿
に
お
い
て
、
王
党
に
辛
く
、
急
進
派
に
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
（
蓑
1
に
示
し
た
R
は
急
進
派
養
q
8
窪
×
の
頭
文
字
で
あ
る
）
。
こ
の
史
料
は
V
8
の
議
院
内
閣
制
（
議
会
が
首
相
を
選
出
す
る
）
法

案
を
本
稿
の
分
析
対
象
と
し
た
際
の
根
拠
と
し
た
。
V
7
か
ら
V
1
0
ま
で
の
諸
議
案
は
、
行
政
府
の
長
の
権
限
を
決
す
る
た
め
の
長
い
論
争
経

過
を
示
し
て
い
る
。
な
お
V
1
0
に
つ
い
て
は
、
本
節
に
紹
介
し
た
同
時
代
人
の
史
料
に
は
現
わ
れ
な
い
が
、
筆
者
は
こ
の
間
の
諸
党
派
の
駆
け

　
⑧

引
き
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
の
で
、
モ
ニ
ト
ゥ
ー
ル
紙
か
ら
直
接
採
用
し
た
。

　
次
節
に
お
け
る
分
析
の
基
礎
と
な
る
一
九
議
案
は
、
こ
の
よ
う
に
同
時
代
の
識
者
の
関
心
を
ひ
い
た
懸
案
ぽ
か
り
で
あ
る
。
特
に
三
史
料
が

と
も
に
播
し
て
い
る
V
3
・
V
8
・
V
蒙
ど
は
当
時
の
社
会
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
に
違
い
な
胸
・

①
第
二
共
和
政
制
憲
議
会
議
院
規
則
頴
σ
q
ざ
ヨ
Φ
塗
り
富
§
蔑
馬
ミ
晒
㌣
§
§
ミ
い
鼻

　
一
巳
P
P
。
。
幽
。
。
噛
や
多
多
凸
置
⑳
以
下
の
制
憲
議
会
の
時
期
区
分
、
政
治
過
程
に
つ

　
い
て
は
、
モ
ニ
ト
ゥ
ー
ル
紙
の
議
蜘
録
、
内
外
報
の
記
載
に
基
づ
い
て
い
る
。

②
同
ρ
山
Φ
ω
ρ
”
愚
．
ミ
ニ
や
同
8
P

③
菊
品
貯
Φ
ど
藁
防
§
蕊
§
い
§
誤
§
恥
唖
愚
、
“
艶
ミ
§
誉
§
慧
画
無
智
§
蕊
鵠
。
向

　
』
題
§
＆
隷
題
噛
ミ
識
§
高
富
漁
駄
愚
ミ
鋤
ミ
鵠
ぎ
。
ミ
馬
画
§
§
凝
ミ
馬
ミ
賊
ミ
鈎
同
窪

　
く
O
一
鐸
ヨ
¢
闘
卜
＆
O
O
嵩
象
無
楠
h
額
謡
鷺
　
ド
o
Q
㎝
ド

④
森
恒
夫
『
フ
ラ
ン
ス
資
本
主
義
と
租
税
』
一
九
六
七
年
、
＝
蔓
一
一
一
二
四
頁
。

⑤
　
卜
、
襲
ミ
ミ
噂
ρ
＜
ユ
一
一
◎
。
幽
。
。
唱
導
℃
葺
蒔
く
。
一
．
ρ
℃
曾
ら
。
卜
。
G
。
・

⑥
》
8
超
ヨ
。
い
b
こ
ご
頓
ミ
慧
龍
§
恥
嬢
O
前
殿
、
掛
§
ミ
ミ
防
§
蜘
醤
幅
愚
㍉
馬
”
勘
N
．
鼠
㍗

鶏
ミ
ミ
駄
こ
ミ
欺
。
越
ミ
恥
N
爵
募
N
ミ
き
3
特
黛
唖
ミ
ミ
“
袋
鞠
憶
ぎ
ぴ
ミ
鳶
ミ
層
轟
ミ
2
§
“
さ
畑
§
斜

　
§
略
儀
愚
ミ
ミ
帖
§
防
特
ミ
織
博
ミ
馬
§
§
§
℃
℃
母
覧
鶉
一
Φ
謹
ω
一
〇
質
ロ
巴
δ
伸
①
ω
腿
。
。
お
●

⑦
図
9
⑦
昼
b
d
o
霞
ざ
8
p
㊦
庁
O
o
品
ロ
ざ
b
帖
“
§
§
ミ
蓋
犠
馬
恥
㌧
ミ
四
馬
§
§
ミ
等
禽

》
§
ミ
黄
§
讐
§
鳶
誉
腰
§
ミ
嵩
。
。
b
、
§
餐
、
§
↑
鼠
ミ
ミ
ミ
N
題
沖
凱
く
9
ω
。
噂

　
μ
。
。
。
。
㊤
山
G
。
O
ド
　
い
銀
巴
汀
8
（
o
砕
8
目
9
0
♂
汁
。
霞
。
・
ソ
b
詩
W
“
§
§
受
馬
ミ
粛
ミ
ー

　
憾
ミ
喝
ミ
辱
や
哺
ヤ
§
ミ
ミ
ミ
ミ
婁
ミ
馬
ミ
》
塁
ミ
舞
茸
二
9
①
昌
◎
。
Φ
－
同
。
。
2
0
コ
ω

　
く
。
一
ω
こ
H
8
蒔
み
8
0
●

⑧
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
政
権
は
延
命
を
は
か
る
た
め
に
、
大
統
領
選
出
に
際
し
て
の
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普
選
導
入
（
V
1
0
）
に
反
対
し
、
議
会
内
の
多
数
「
派
工
作
を
通
じ
て
カ
ヴ
ェ
ニ
ヤ

ッ
ク
の
再
選
を
計
っ
た
（
V
8
・
V
9
）
。

⑨
　
フ
ロ
ー
ベ
ー
ル
、
生
島
訳
、
　
『
感
情
教
育
・
下
』
（
岩
波
又
庫
）
、
　
一
九
〇
頁
に

　
「
ラ
ト
ー
提
案
」
、
す
な
わ
ち
表
1
の
V
1
3
に
関
す
る
記
述
が
み
え
る
。

9e　（416）

三
　
詞
憲
議
会
議
員
の
投
粟
分
新

　
歴
史
上
の
デ
ー
タ
の
数
量
的
分
析
の
方
法
は
、
外
的
基
準
の
有
無
に
よ
っ
て
二
大
別
さ
れ
る
。
歴
史
学
の
分
野
で
発
表
さ
れ
た
研
究
例
が
多

い
の
は
、
外
的
基
準
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
　
も
っ
ぱ
ら
数
量
的
デ
ー
タ
の
分
析
で
あ
る
が
、
賛
否
の
態
度
を
分
析
す
る
投
票
行
動
の
事
例

（
名
義
尺
度
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
非
数
量
型
デ
ー
タ
の
分
析
法
も
存
在
す
る
。
各
種
分
析
法
の
特
質
を
以
上
の
基
準
に
応
じ
て
ま
と
め
た

　
　
　
　
　
　
①

の
が
表
2
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
何
ら
の
外
的
基
準
を
も
設
け
ず
に
、
非
数
量
型
デ
ー
タ
か
ら
反
応
の
パ
タ
ー
ン
を
抽
出
、
分
類
し
た
い
場
合
に
は
数
量
化
皿
類
が
有
効
で
あ

る
。
投
票
行
動
分
析
を
例
と
す
る
と
、
個
々
の
議
決
、
ひ
い
て
は
法
案
の
性
格
づ
け
（
変
数
値
の
類
別
）
と
同
時
に
、
議
員
個
人
の
特
徴
、
あ

る
い
は
互
い
に
似
た
行
動
を
と
る
議
員
集
団
（
ケ
ー
ス
の
類
別
）
が
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
投
票
行
動
分

表2　数量的分析の諸方法

一
爵
姑
撫
瑠
Ψ

、

蝿
V工 V2

1 2 3 1 2 3

ケ’

選 1 2 3 4 5 6

1 〆 〆

2 〆 〆

3 〆 〆

4 〆 〆

5 〆 〆

6 〆 〆

6359
】4』

1
。黙

〆
　
／

〆
　
／

〆
　
〆

〆
　
〆

〆
　
〆

〆
　
〆

1
　
5
　
2
　
4
　
3
　
6

　図1　数量化田類の説明モデル

ま：1エa変数は個別の議案，変数値は

　　　聲二等の対応，特性はいわゆる
　　　変数カテゴリー一である。一：方，

　　　ケースは議員個々人を示す。

下＝1b分析の究極のパターン。
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析
へ
の
応
用
を
前
提
と
し
た
模
式
を
考
え
る
と
、
図
1
a
か
ら
一
b
へ
の
変
化
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。
分
析
の
進
行
を
示

す
こ
の
二
つ
の
表
に
お
い
て
、
究
極
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
の
一
b
で
は
変
数
に
関
す
る
特
性
（
す
な
わ
ち
議
案
に
対
す
る
賛
成
、
反
対
、
あ
る

い
は
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
態
度
）
と
ケ
ー
ス
（
議
員
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
類
似
す
る
も
の
が
集
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
図

1
の
場
合
に
は
一
通
り
の
並
べ
か
え
に
よ
っ
て
正
反
応
／
印
（
二
進
法
の
0
－
1
の
一
に
相
当
）
が
対
角
線
に
整
然
と
配
置
さ
れ
た
の
で
、
特

性
1
と
4
、
2
と
5
、
3
と
6
の
類
似
性
と
ケ
ー
ス
の
一
と
5
、
2
と
4
、
3
と
6
の
類
似
性
が
検
出
さ
れ
た
の
に
あ
わ
せ
て
、
特
性
と
ケ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ス
の
相
関
が
一
〇
〇
％
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
圃
有
値
一
1
、
一
次
元
の
み
存
在
）
。
と
こ
ろ
が
実
際
の
反
応
は
複
雑
で
あ
る
か
ら
、
正

反
応
／
印
を
極
力
対
角
線
上
に
集
め
よ
う
と
す
る
と
、
幾
通
り
も
の
並
べ
か
え
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
並
べ
か
え
か
た
が
次
元
と
し
て

抽
出
さ
れ
る
。
ま
た
分
析
の
数
値
操
作
と
し
て
は
、
特
性
と
ケ
ー
ス
に
あ
る
数
量
を
対
応
さ
せ
、
ケ
ー
ス
と
特
性
間
の
相
関
係
数
を
考
え
て
こ

れ
を
最
大
化
さ
せ
、
結
果
的
に
特
性
、
ケ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
得
点
を
決
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
小
論
の
扱
う
素
材
で
雷
う
と
議
案
と
議
員
に
ト

つ
い
て
の
態
度
が
得
点
で
示
さ
れ
、
し
か
も
近
い
数
値
を
与
え
ら
れ
た
も
の
は
相
似
た
性
質
を
有
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
本
稿
に
こ
の
方
法
を
適
用
す
る
に
は
、
ま
ず
議
案
ご
と
の
賛
否
、
も
し
く
は
投
票
不
参
加
の
態
度
に
変
数
値
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
一
九
議
案
の
冒
頭
に
位
置
す
る
V
1
の
オ
ル
レ
ア
ン
家
追
放
令
に
関
し
て
、
そ
の
賛
成
を
V
1
－
1
、
反
対
を
V
1
－
2
、
そ
れ

以
外
を
V
1
－
3
と
表
記
す
る
。
一
九
議
案
の
各
々
に
つ
い
て
三
種
類
ず
つ
の
対
応
が
あ
る
か
ら
、
特
性
の
総
計
は
五
七
と
な
る
。
数
量
化
皿

類
の
操
作
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
数
値
を
示
す
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
例
を
、
統
計
上
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
第
一
次
元
尺
度
と
第
二
次
元
尺

度
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
が
表
3
、
平
面
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
が
図
2
で
あ
る
。
本
稿
で
は
議
員
の
繋
駕
の
様
態
を
細
か
く
検
討
す
る

た
め
に
、
重
要
度
に
お
い
て
や
や
劣
る
と
思
わ
れ
る
第
三
次
元
尺
度
ま
で
を
後
に
考
察
の
対
象
と
す
る
が
、
第
一
次
元
尺
度
の
意
味
は
他
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

つ
の
次
元
に
比
し
て
格
段
に
大
き
い
こ
と
が
そ
の
固
有
値
か
ら
判
断
で
き
る
の
で
、
し
ば
ら
く
は
こ
れ
を
中
心
に
論
述
を
進
め
た
い
。
以
上
の

操
作
過
程
は
所
与
の
外
的
基
準
な
し
に
自
動
的
に
な
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
各
次
元
で
示
さ
れ
る
「
相
似
た
性
格
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
そ
の

ま
ま
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。
各
次
元
の
意
味
、
ひ
い
て
は
変
数
値
や
議
員
の
結
集
の
様
態
を
、
議
案
の
内
容
や
そ
の
他
の
史
料
に
照
ら
し
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4
2
8
4
6
9
5
3
5
3
9
2
8
7
6
1
0
7
5
1
5
4
0
6
2
1
9
4
8
8
2
7
6
9
3
3
0
2
7
8
9
1
4
3
5
4
2
6
1
1
3
5
6
9
7
7
8

1
0
0
0
工
1
0
1
1
0
0
1
1
1
0
1
1
0
1
0
0
0
1
0
1
1
0
1
0
1
0
1
1
1
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
1
0
1
1
0
1
1
0
1

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V

表3　数量化皿類による議案ごとの変数値の第一次元・第二次元のア

　　　　ウ5・プット例

1
2
1
2
2
1
2
2
2
1
1
2
1
1
2
1
2
1
3
1
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
1
1
3
2
2
3
1
2
1
2
1
1
2
2
ユ
ー
1
2
2
2
2

　
E
　
獲
E
　
E
E
E
　
　
E
　
　
E
　
E
　
T
　
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
　
　
T
E
E
T
　
E
　
E
　
　
K
E
　
　
　
E
E
E
E

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
R
　
R
　
N
　
N
N
N
N
N
N
N
醤
翼
翼
N
N
N
N
N
N
　
　
N
R
R
N
　
R
　
R
　
　
R
R
　
　
　
R
R
R
R

　
R
　

R
R
　R
R
R
　
　
　
R

R
T
R
T
T
R
T
T
T
R
R
T
R
R
T
R
T
R
猛
R
E
E
E
E
E
H
E
E
猛
E
E
E
£
E
E
E
R
R
E
T
T
E
R
T
R
T
R
R
T
T
R
R
R
T
T
T
T

U
N
U
N
N
U
N
N
N
U
U
N
U
U
N
U
N
U
S
U
S
S
S
S
S
S
S
S
S
．
S
S
S
S
S
S
S
U
U
S
N
N
S
U
N
U
N
U
U
N
N
U
U
U
N
N
N
N

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
B
O
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
O
O
B
O
O
B
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

P
C
P
C
C
P
C
C
C
P
P
C
P
P
C
P
C
P
A
P
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
P
P
A
C
．
C
A
P
C
P
C
P
P
C
C
P
P
P
C
C
C
C

羅
鞭
難
騒
難
羅
號
舗
騒
鷺
羅
諜
羅
難
講
惣
鑑
難
羅
欝
欝

羅
羅
翻
無
難
論
難
踊
㎜
㎜
鵜
騒
騒
罵
器
難
羅
欄
難
羅
謝
謝
瑠
難

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
1
工
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
　
隔
．
需
　
一
　
髄
　
一
　
一
　
一
　
騨
　
即
　
闇
　
一
　
鵯
　
需
　
一
　
幽
　
曹
　
一
　
胴
　
騙
　
一
　
圏
　
一
　
髄
　
一
　
需
　
一
　
冒
　
雪

魯
観
国
国
〈
左
派
的
〉

〈
党
派
的
対
立
〉

〈
右
派
的
〉
一

7
7
8
8
9
2
1
4
9
9
2
6
5
1
2
5
4
8
1
6
5
4
3
5
3
4
8
3
7
6
0
0
3
9
6
2
1
7
1
2
9
7
8
1
2
4
5
7
3
6
5
4
3
8
6
9
0

1
1
王
1
1
1
1
1
0
1
1
1
1
1
0
0
0
0
0
1
0
1
1
1
0
0
0
1
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
1
0
1
1
1
0
1
1
1
0
0
1
0
0
1
0
0
0
1

V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V
V

2
1
2
1
2
1
1
1
1
1
2
1
2
2
1
1
1
1
2
2
2
2
2
1
2
2
2
1
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

E
　
E
　
罵
　
　
　
　
E
　
冠
E
　
　
　
　
E
E
E
E
E
　
猛
E
E
　
　
£
　
巳
　
E
　
E
　
E
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T

R
　
R
　
R
　
　
　
　
．
R
　
R
R
　
　
　
　
R
R
R
R
R
　
R
R
R
　
　
R
　
R
　
R
　
R
　
R
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
醤
N
N
N
N
N
N

T
R
T
R
T
R
R
R
R
R
T
R
T
T
R
R
R
R
T
T
T
T
T
R
T
T
T
K
R
T
R
T
R
T
R
T
R
T
E
露
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

N
U
N
U
N
U
U
U
U
U
N
U
N
N
U
U
U
U
N
N
N
N
N
U
N
N
N
U
U
N
U
N
U
N
U
N
U
N
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S
S

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

C
P
C
P
C
P
P
P
P
P
C
P
C
C
P
P
P
P
C
C
C
C
C
P
C
C
C
P
P
C
P
C
P
C
P
C
P
C
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

↑
ー
〈
多
V

〈
投
票
へ
の
参
加
V

〈
寡
〉

翻
講
黙
蹴
羅
灘
懸
即
灘
難
灘
鱗
難
羅
蹴
叢
灘
黙
欝
難

語
揚
朧
護
議
翻
講
轟
叢
護
鵬
講
麗
霧
糧
潔
蝿
篶
藷
謡
議
㎜
㈱
講
朧
躍
盗
携
鷹
毅

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
Q
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
3
3
3
3

一
　
「
　
一
　
胴
　
一
　
隔
　
一
　
一
　
幽
　
一
　
曽
　
騨
　
働
　
一
　
一
　
一
　
一
　
嘗
　
冒
　
冒
　
圏
　
「
　
一
　
卿
　
冊
　
■
　
一
　
幽
　
一
　
一
　
圏
　
“
　
一
　
隔
　
冊
　
層
　
開
　
盟
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図2　投票行動分析に基づく議案の党派性の検討

て
解
釈
す
る
こ
と
が
次
の
課

題
と
な
る
。

　
図
2
を
第
一
次
元
尺
度
に

即
し
て
み
る
と
、
議
決
ご
と

の
賛
否
の
態
度
が
あ
ざ
や
か

に
正
負
の
領
域
に
分
離
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
第
一

次
元
尺
度
は
、
当
時
最
も
基

本
的
な
政
治
上
の
対
立
要
因

で
あ
り
、
一
九
議
案
を
検
討

対
象
と
し
て
選
択
し
た
際
の

基
準
に
照
ら
し
て
、
王
党
派

と
共
和
派
の
政
治
路
線
の
相

違
を
示
す
も
の
と
仮
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

図
2
に
お
い
て
第
一
次
元
尺

度
の
負
の
領
域
に
集
中
し
て

い
る
の
が
左
派
1
1
共
和
主
義

的
態
度
、
正
の
領
域
に
含
ま
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4　左派的投票行動の範例

議 案 賛否

オルレアン家追放令……………賛成

騒擾取締令……・………・・………反対

新聞保証金制度の反対提案……賛成

ルイ＝ブラン逮捕決議・・………・反紺

コーシディエール逮捕決議……反対

立憲議会による糸駐織法制定……反対

二　院　制………………………賛成

議院内閣fl；ll………………………賛成

大統領選挙法……………………賛成

大統領選挙法・第一条…………反対

組織法の編成…・……………・・…賛成

塩税削減………………・・……・反対

議会解散提案………………・・…・反対

大統領の地位……………………賛成

政治結社法・第一条……………反対

イタリア政策……………………反対

パリ地区司令官交際費削減……養成

イタリア遠征の目的……………賛成

六月事件流刑者の釈放…………賛成

変数変数値

Vl　一1

V2　一2

V3－1
V4－2
V5　一2

V6　一2

V7　一1

V8　一1

V9　一1
VIO一　2・

Vll一　1

V12一　2

V13一　2

V14一　1

V15一　2

V16一　2

V17一　1

V18一　1

V19一　1

臨
時
政
府
の
メ
ン
バ
ー
、
政
府
派
遣
委
員
（
知
事
の
権
限
を
代
行
、

さ
ら
に
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
政
権
と
パ
ロ
ー
－
フ
ァ
ル
ー
内
閣
の
閣
僚
た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
の
投
票
行
動
を
表
4
に
基
づ
い
て
左
派
的
選
択
（
G

一
σ
Q
窪
。
げ
①
の
頭
文
字
）
と
右
派
的
選
択
（
D
1
1
脅
○
搾
①
の
頭
文
字
）
、
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
い
態
度
（
a
H
欠
席
ρ
σ
ω
Φ
簿
、
c
一
公
務
欠
席

。
8
σ
q
σ
、
空
欄
は
欠
損
値
）
に
分
類
す
る
と
、
各
グ
ル
ー
プ
の
特
性
と
グ
ル
ー
プ
間
の
対
比
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
る
。

　
表
5
か
ら
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
臨
時
政
府
の
主
だ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
制
憲
議
会
の
期
間
中
（
一
八
四
八
年
五
月

か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の
一
年
を
通
じ
て
）
概
し
て
態
度
を
明
白
に
し
て
い
な
い
の
に
比
べ
、
政
府
派
遣
委
員
が
党
派
心
の
権
化
と
も
い
え
る
ほ

ど
の
信
念
に
裏
打
ち
さ
れ
て
お
り
、
ほ
ぼ
全
議
案
に
つ
い
て
左
派
的
態
度
を
と
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
ル
ド
リ
ュ
ー
ー
ロ
ラ
ン
は
臨
時
政
府
の
内

相
の
地
位
を
利
し
て
、
二
巴
の
党
派
に
属
す
る
人
々
を
こ
の
職
に
つ
け
、
総
選
挙
実
施
に
あ
た
っ
て
利
益
誘
導
を
し
た
と
王
党
派
か
ら
非
難
さ

　
れ
る
の
が
右
派
賢
王
党
目
的
態
度
と
仮
定
し
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
、
こ

　
の
仮
定
を
検
証
す
る
た
め
、
個
々
の
議
案
の
性
格
を
検
討
し
っ
っ
、
一

　
九
議
案
全
体
に
つ
い
て
の
賛
否
の
態
度
の
党
派
的
性
格
を
ま
と
め
て
み

　
よ
う
。
一
九
議
案
そ
れ
ぞ
れ
の
賛
否
の
態
度
は
左
右
対
立
の
図
式
に
置

　
き
か
え
ら
れ
る
か
ち
、
そ
の
う
ち
の
左
派
1
1
共
和
主
義
的
選
択
の
範
例

　
を
と
っ
て
み
る
と
表
4
の
よ
う
に
な
る
。
投
票
行
動
に
刻
印
し
た
右
の

　
よ
う
な
党
派
性
の
判
定
は
、
前
節
の
表
1
に
記
し
た
提
案
者
、
も
し
く

　
は
議
案
の
内
容
と
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
次
に
こ
こ
で
得
た
結
果
を
応
用
し
よ
う
。
制
憲
議
会
開
会
中
に
政
権

　
の
座
に
つ
い
た
か
、
あ
る
い
は
政
権
中
枢
と
結
び
つ
い
て
い
た
政
治
家

　
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
表
5
に
あ
げ
た
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
順
に

総
数
一
〇
〇
名
余
り
の
う
ち
六
七
名
が
鰯
憲
議
会
に
当
選
し
た
）
の
一
部
、
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フランス第二共和政・制憲議会議員の投票行動分析（高木）

　
　
⑤

れ
た
が
、
当
時
の
右
翼
の
こ
う
し
た
懸
念
も
こ
の
表
を
見
る
限
り
で
は
故
な
し
と
は
し
な
い
。
一
方
、
保
守
派
と
正
統
主
義
者
の
連
合
政
権
で

あ
る
バ
ロ
ー
ー
フ
ァ
ル
ー
内
閣
の
均
質
性
は
、
王
党
両
派
の
政
策
的
な
懸
隔
が
ほ
と
ん
ど
消
滅
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ヴ
ェ
ニ

ャ
ッ
ク
内
閣
は
政
権
内
部
に
不
統
一
を
抱
え
、
外
に
は
政
治
姿
勢
の
首
尾
一
貫
性
の
な
さ
を
暴
露
し
て
い
る
。
同
内
閣
が
指
導
し
て
成
立
さ
せ

た
議
案
（
V
3
の
新
聞
保
証
金
制
度
、
V
4
の
ル
イ
ー
ー
ブ
ラ
ソ
訴
追
、
V
5
の
コ
ー
シ
デ
ィ
エ
…
ル
訴
追
）
の
採
決
に
あ
た
っ
て
、
穏
健
共
和
派
を
中
心
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

し
、
保
守
層
の
一
部
を
と
り
込
ん
で
体
制
が
た
め
を
計
ろ
う
と
し
た
事
情
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
第
二
共
和
政
の
行
政
府
の
長
の
権
限
に

つ
い
て
の
議
院
内
閣
制
と
大
統
領
選
挙
法
の
判
断
に
お
い
て
、
議
会
内
の
新
し
い
多
数
勢
力
（
穏
健
派
が
リ
ー
ド
し
、
保
守
派
が
こ
れ
に
追
随

す
る
）
に
依
拠
し
つ
つ
、
急
進
派
を
封
じ
込
め
て
政
権
の
延
命
を
計
ろ
う
と
し
た
事
実
も
浮
か
び
あ
が
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
カ
ヴ
ェ
ニ

ャ
ッ
ク
政
権
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
紙
の
党
派
を
漠
然
と
さ
す
名
称
（
穏
健
共
和
派
）
で
呼
ば
れ
る
よ
り
も
、
　
「
制
度
の
共
和
派
器
唱
号
一
8
巴
器

　
　
　
　
⑦

h
。
目
ヨ
9
房
富
ω
」
と
さ
れ
る
方
が
似
つ
か
わ
し
い
。

　
議
員
の
結
集
の
様
態
が
い
か
に
あ
っ
た
か
、
以
上
で
は
政
権
中
枢
全
体
の
性
格
に
つ
い
て
党
派
心
の
反
映
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の

個
々
人
の
動
き
に
注
意
す
る
必
要
も
あ
る
。
表
5
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
政
府
派
遣
委
員
の
な
か
に
も
、
明
ら
か
に
急
進
派
と
は
異
な
る
態
度

を
示
す
者
が
あ
る
（
モ
ン
ト
ロ
ル
）
。
ま
た
、
発
来
オ
ル
レ
ア
ン
派
に
属
し
な
が
ら
、
一
八
四
八
年
一
〇
月
に
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
か
ら
の
誘
い

を
受
け
て
入
閣
し
た
人
物
（
デ
ュ
フ
ォ
ー
ル
と
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
の
両
名
）
は
、
や
は
り
王
党
政
権
の
閣
僚
と
は
異
な
る
対
応
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

さ
ら
に
、
バ
ロ
…
ー
ー
フ
プ
ル
…
内
閣
に
も
穏
健
共
和
派
と
覚
し
き
人
物
（
ビ
ク
シ
オ
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
議
員
個
人
の
投
票
行
動
を
全
体
的
に
眺
め
た
い
。
そ
れ
に
は
、
三
つ
の
次
元
の
相
互
関
係
を
平
面
上
に
表
現
し
た
図
3
（
第
一
次
元

と
第
二
次
元
）
、
図
4
（
第
二
次
元
と
第
三
次
元
）
、
図
5
（
第
一
次
元
と
第
三
次
元
）
の
よ
う
に
、
ケ
ー
ス
得
点
を
プ
戸
ッ
ト
し
た
結
果
が
便

利
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
上
操
作
の
手
順
を
省
い
た
が
、
議
案
ご
と
の
変
数
値
に
関
す
る
図
2
と
性
格
は
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
で
あ

る
。　

ま
ず
党
派
性
の
検
証
で
明
白
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
第
一
次
元
尺
度
に
つ
い
て
、
図
3
に
着
呈
す
る
と
、
中
心
軸
下
方
付
近
に
空
隙
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　　Dufaure

図3　議員の投票行動　〔党派的対立（第一次元）と意志決定の強弱（第二次元）〕

　左派

　385名

（370前後）

第二象限 第一象限

126名 169名

第三象限 第四象限

259名 295名

　右派

　464名
（450前毛麦）

図3に基づく議員の党派別分類の機械的集計

　　　　　（）内は最終的籾定
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第
一

一
次
元

Caussi（覧δre④

A A
A A

Louis　B】anc⑥
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⑥Lamart嚢1e

A　A

AA　　　　A
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@　　　　A
@　　　　　　　　　A

@　　　　　　　　A

　　　Arago④A

@　＾／爪
　　　A生　　　　A

`A

?A
＾　。　＾ボ　　　　　　　　飴　A

A

A　爵A　　　A

I　・＾
曝雛雲・㎝曲・憾・告点．ダ瀞＾〈F

A
旧
く

　轟＾＾　Carnot

健z上碑謹ゆ・＾鯉塩㎞第三次元

A　　　　　　　　　　　　　　冷　　　　　A

層　承　　　　　　　　　　　　　　　一一一→

Ledru－Rollin一一百・　　　　　　輪漁 難聴臨齢蹴脚

A＾A疎A物恥＾捧 轟溌AA欄AA　A
Marie Dufaure

図4　議員の投票行動　〔意志決定の強弱（第二次元）と自由の抑圧／抵抗（第三次元）〕

が
認
め
ら
れ
、
図
2
に
関
す

る
第
一
次
元
の
仮
定
と
同
じ

理
由
か
ら
、
第
一
次
元
尺
度

は
議
員
の
左
右
対
立
を
示
す

と
考
え
ら
れ
る
。
図
3
の
第

二
象
限
と
第
三
象
限
を
あ
わ

せ
た
領
域
に
プ
ロ
ッ
ト
さ
れ

た
議
員
の
総
数
は
三
八
五
名

（
こ
れ
は
後
述
の
ご
と
く
概

ね
左
翼
に
該
当
す
る
）
、
　
第

一
象
限
と
第
四
象
限
に
つ
い

て
の
総
数
四
六
四
名
（
同
じ

く
右
翼
に
該
当
す
る
）
と
い

う
。
大
ま
か
な
が
ら
明
示
的

な
結
果
が
得
ら
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
た
と
え
図
3
の

中
心
軸
付
近
に
空
隙
が
認
め

ら
れ
、
左
冶
へ
の
分
離
の
状

態
が
視
覚
的
に
感
知
さ
れ
る
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15　議員の投票行動　〔党派的対立（第一次元）と自由の抑圧／抵抗（第三次元）〕

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
便
宜
的
な
判
別
法
に
に
わ
か
に
信
を
置
く

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
図
3
以
下
に
は
、
一
般
史
や
伝
記
な

ど
の
記
述
を
通
じ
て
そ
の
政
治
的
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
著

名
な
二
〇
議
員
の
座
標
を
指
摘
し
て
、
党
派
的
対
立
も
し
く
は
そ
れ

以
外
の
議
員
の
投
票
行
動
の
パ
タ
ー
ン
分
類
の
検
証
に
利
用
す
る
。

表
6
は
そ
の
二
〇
議
員
に
つ
い
て
党
派
の
別
を
略
記
し
た
も
の
で
あ

る
。　

著
名
議
員
の
投
票
行
動
に
て
ら
し
て
図
3
の
一
次
元
尺
度
を
解
釈

す
る
と
、
中
心
軸
付
近
に
位
置
す
る
コ
ー
シ
デ
ィ
エ
ー
ル
お
よ
び
ガ

ル
ニ
エ
ー
ー
パ
ジ
ェ
ス
を
除
け
ば
、
王
党
派
は
右
に
、
共
和
派
は
左
に

振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
次
元

の
負
は
左
派
、
正
は
右
派
を
示
す
と
一
応
解
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
コ
ー
シ
デ
ィ
エ
ー
ル
と
ガ
ル
ニ
エ
ー
パ
ジ
ェ
ス
の
位

置
の
意
味
を
、
モ
ニ
ト
ゥ
ー
ル
の
素
史
料
に
戻
っ
て
検
討
し
て
み
よ

う
。
こ
の
両
者
が
二
次
元
の
高
い
数
値
を
示
す
理
由
は
、
彼
ら
の
投

票
機
会
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
コ
ー
シ
デ
ィ
エ
ー

ル
の
座
標
は
他
の
4
名
と
重
な
っ
て
い
て
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ま

っ
た
く
投
票
に
参
加
し
な
か
っ
た
人
々
で
あ
る
。
ガ
ル
ニ
エ
ー
ー
パ
ジ

ェ
ス
に
つ
い
て
は
、
表
5
か
ら
1
9
議
案
の
う
ち
6
回
の
賛
否
の
態
度
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が
闇
題
に
さ
れ
て
い
る
の
み
と
知
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
は
決
し
て
政
治
的
立
場
と
し
て
は
左
右
の
中
間
に
位
置
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
彼
ら
の
図
上
の
位
置
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
ま
さ
に
投
票
行
動
を
行
っ
て
い
な
い
故
に
、
左
右
い
ず
れ
か
の
態
度
の
中
点
の
指
標
で
あ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
先
に
指
摘
し
た
図
3
の
空
隙
と
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
第
二
次
元
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
以
上
の
検
討
の
経
過
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
政
治
参
加
の
機
会
を
強
制
的
に
奪
わ
れ
（
コ
ー
シ
デ

ィ
エ
ー
ル
、
　
あ
る
い
は
ル
イ
ー
ー
ブ
ラ
ン
）
、
　
も
し
く
は
み
ず
か
ら
そ
の
熱
意
を
失
な
い
　
（
ラ
マ
ル
チ
ー
ヌ
を
は
じ
め
と
す
る
臨
時
政
府
の
主
要

　
　
　
⑨

閣
僚
た
ち
）
、
投
票
に
お
い
て
賛
否
の
態
度
を
決
し
な
い
議
員
が
正
の
領
域
に
、
ま
た
左
右
を
問
わ
ず
党
派
心
の
旺
盛
な
議
員
が
負
の
領
域
に

分
布
し
て
い
る
。
あ
ら
た
め
て
図
2
を
参
照
す
れ
ば
、
V
！
－
3
か
ら
V
1
9
1
3
ま
で
（
す
べ
て
欠
席
等
の
態
度
）
が
正
の
領
域
に
集
ま
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
図
2
、
図
3
い
ず
れ
に
お
い
て
も
第
二
次
元
尺
度
の
正
の
部
分
は
、
党
派
的
対
立
惰
況
か
ら
の
離
脱
を
示
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
第
二
次
元
尺
度
を
強
い
て
意
味
づ
け
れ
ば
、
正
が
選
択
忌
避
の
態
度
9
び
ω
8
昌
諜
8
負
が
決
然
た
る
態
度
α
騨
葭
B
冒
暮
δ
⇔
と

表6　党派的分類の指標とした20議員

名 党 派
結集の

様態
人

O
x

x
×
　
○
○
△

△
△

×

穏健共和派

保守派

キリスト教社会主義者

穏健共和派・左派

急進派

穏健共今季

アFリエ派

保守派・共和派と合流

正統ヨ三朝派

保守派

急進派

穏健共和派

穏健共和派

キリスト数社会主義者

急進派

社会主義者

穏健共本派

穏健共和派

キリスト教自由主義者

岡職団体代褒

Arago

Barrot

Buebez

Carnot

Caussidie．re

Cavaignac

Corbon

Dufaure

Falloux

Faucher

Flocon

Garnier－Pages

Lamartine

Lamemiais

Ledrti－Rollin

Loui＄　Blanc

Marie

A’larrast

MontEしlenユbert

Perdiguier

○王党派　　△急進派
・塵藻（この結集は，本稿の分析の結果として推定される。本稿の次頁参照）

す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
棄
権
と
い
う
恣
意
的
選
択
が

ど
の
程
度
ま
で
投
票
行
動
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
未

だ
不
分
明
な
点
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
単
に
投
票
機
会

の
多
（
一
挙
領
域
）
寡
（
一
正
領
域
）
と
言
う
に
留
め
よ
う
。

投
票
を
忌
避
す
る
と
い
う
態
度
と
は
別
に
、
時
問
的
な
経

過
の
な
か
で
次
第
に
議
員
が
登
院
し
な
く
な
る
と
い
う
事

実
も
あ
り
、
第
二
次
発
尺
度
の
多
義
性
は
否
定
で
き
な
い
。

と
は
い
え
、
党
派
聞
の
対
立
状
況
を
考
え
る
う
え
で
も
、

二
大
陣
営
の
中
間
に
少
な
か
ら
ぬ
数
の
日
和
見
的
態
度
を

と
る
議
員
が
存
在
し
た
こ
と
を
心
得
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
検
証
の
経
過
か
ら
、
小
論
で
は
左
右
両
派
の
実
際
の
勢
力
を
、
図
3
の
中
心
軸
付
近
、
特
に
第
二
次
元
の
高
水
準
に
位
置
す

る
二
〇
－
三
〇
名
を
除
い
て
、
左
派
三
七
〇
名
前
後
、
右
派
四
五
〇
名
前
後
と
結
論
す
る
。
こ
の
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
の
党
派
に
割
り
あ
て
ら
れ

る
最
大
値
を
示
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　
第
三
次
元
尺
度
の
判
定
に
つ
い
て
は
即
断
を
避
け
た
い
が
、
図
4
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
第
二
次
元
と
第
三
次
元
の
関
係
、
図
5
の
第
一
次
元
と

第
三
次
元
の
関
係
の
い
ず
れ
の
場
合
も
、
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
と
ビ
ュ
シ
ェ
の
組
、
マ
ラ
ス
ト
と
コ
ル
ボ
ン
の
組
、
パ
ロ
ー
と
フ
ォ
シ
ェ
と
フ
ァ

ル
ー
の
組
、
ル
ド
リ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
と
ラ
ム
ネ
！
と
フ
ロ
コ
ン
の
組
が
そ
れ
ぞ
れ
相
似
た
性
格
を
有
す
る
と
見
て
と
れ
る
こ
と
に
注
乱
し
た
い
。

こ
れ
ら
各
組
の
う
ち
、
表
6
に
照
ら
し
て
、
パ
ロ
ー
ら
の
王
党
派
の
結
集
、
ル
ド
リ
ュ
執
ロ
ラ
ン
ら
の
急
進
派
・
社
会
主
義
者
の
結
集
は
当
然

の
こ
と
と
う
な
づ
け
る
。
し
か
し
穏
健
派
で
あ
る
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
者
で
あ
る
ビ
ュ
シ
ェ
が
近
い
こ
と
、
穏
健
派
の

マ
ラ
ス
ト
と
ア
ト
リ
エ
派
の
コ
ル
ボ
ン
が
近
い
こ
と
に
は
一
見
奇
異
な
印
象
を
受
け
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
、
ビ
ュ
シ
ェ
、
マ
ラ
ス
ト
、
コ
ル
ボ
ン
は
、
こ
の
議
員
の
中
で
は
第
三
次
元
の
最
も
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
と

は
逆
に
、
第
三
次
元
の
負
の
領
域
を
占
め
る
の
は
、
モ
ン
タ
ラ
ン
ベ
ー
ル
、
ペ
ル
デ
ィ
ギ
エ
、
ル
ド
リ
ュ
ー
ロ
ラ
ン
、
ラ
ム
ネ
1
と
い
っ
た
人

々
で
あ
る
。
モ
ン
タ
ラ
ン
ベ
ー
ル
以
下
の
人
物
に
共
通
す
る
特
徴
と
い
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
政
治
信
条
を
異
に
す
る
と
は
い
い
な
が
ら
、
あ
く
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

で
思
想
、
信
仰
の
自
由
を
追
求
す
る
姿
勢
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
す
れ
ぼ
三
次
元
尺
度
の
正
の
領
域
は
、
自
由
主
義
に
鮒

立
す
る
立
場
を
意
味
し
、
負
領
域
は
そ
れ
へ
の
抵
抗
を
示
す
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
は
し
ま
い
か
。
な
お
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
詳

細
な
炉
開
は
省
く
が
、
表
6
に
あ
げ
た
二
〇
名
の
議
員
以
外
に
つ
い
て
も
、
第
三
次
尺
度
を
示
す
図
4
と
図
5
で
、
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
ら
に
近

い
位
置
、
モ
ン
タ
ラ
ン
ベ
ー
ル
ら
に
近
い
位
置
を
占
め
る
議
員
た
ち
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
も
以
上
の
判
断
を
補
強
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
て
み
る
と
、
先
に
「
制
度
の
共
和
派
」
と
特
認
づ
け
た
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
政
権
の
政
策
努
力
（
自
由
の
抑
圧
を
含
む
）
を
、
第
三

次
元
の
正
領
域
は
説
明
し
て
お
り
、
ビ
ュ
シ
ェ
と
コ
ル
ボ
ン
が
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
と
マ
ラ
ス
ト
に
近
い
性
格
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
実
は
彼

ら
が
彼
ら
の
「
社
会
主
義
」
の
理
想
の
あ
る
種
の
側
面
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
現
を
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
ら
の
強
力
な
統
治
に
期
待
し
て
い
た
か
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ら
で
あ
る
と
い
う
新
た
な
解
釈
を
可
能
に
し
は
し
ま
い
か
。
ま
た
し
た
が
っ
て
、
ビ
ュ
シ
ェ
と
コ
ル
ボ
ソ
ら
を
含
む
「
欄
度
の
共
和
派
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

う
新
た
な
枠
組
が
設
定
で
き
は
し
ま
い
か
。

　
も
ち
ろ
ん
第
三
次
元
尺
度
は
、
第
二
次
元
な
ど
と
比
べ
て
も
は
る
か
に
有
意
性
が
劣
る
し
、
右
の
解
釈
自
体
が
推
測
の
域
を
大
き
く
踏
み
出

す
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
確
か
な
こ
と
は
、
従
来
か
ら
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
よ
う
な
左
右
の
党
派
対
立
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
対
立
構
造

が
、
多
次
元
尺
度
の
構
成
の
う
ち
に
検
出
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

フランス第二共和政・制憲議会議員の投票行動分析（高木）

①
　
駒
沢
勉
『
多
元
的
デ
ー
タ
分
析
の
基
礎
』
　
九
七
八
年
、
ニ
ー
三
頁
、
基
本
的

　
な
多
次
元
デ
ー
タ
分
析
法
の
分
類
袈
を
参
照
。

②
　
数
量
化
豆
類
に
つ
い
て
は
、
三
宅
他
『
S
P
S
S
統
計
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
H
・
解

　
析
編
』
　
九
七
七
年
、
一
九
四
－
二
〇
九
頁
を
参
照
。

③
　
数
量
化
皿
類
に
お
け
る
各
次
元
の
固
有
値
は
、
算
出
さ
れ
た
ケ
ー
ス
得
点
と
特

　
性
の
得
点
と
の
間
の
網
関
係
数
の
平
方
に
等
し
い
。
こ
の
場
含
に
は
1
対
1
紺
応

　
で
粗
関
係
数
は
一
だ
か
ら
、
固
有
値
も
一
と
な
る
。

④
　
各
次
元
の
順
位
は
固
有
値
の
大
き
さ
に
対
応
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
驚
訟
次

　
元
と
は
、
抽
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
次
元
の
な
か
で
最
も
大
き
な
圃
有
値
を
も
つ
次

　
元
で
あ
り
、
そ
の
次
元
に
対
応
す
る
ケ
ー
ス
得
点
お
よ
び
特
性
の
得
点
の
間
の
相

　
関
係
数
も
最
大
と
な
る
。
小
論
の
分
析
で
は
、
第
一
次
元
の
固
有
値
は
○
・
四
〇

　
八
で
あ
る
。
第
一
次
元
に
次
い
で
大
き
い
固
有
値
に
対
応
す
る
第
二
次
元
は
、
第

　
一
次
元
と
は
庖
交
す
る
次
元
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
次
元
に
お
け
る
ケ
ー
ス
、

　
特
性
そ
れ
ぞ
れ
の
得
点
と
第
二
次
元
に
お
け
る
そ
れ
と
は
無
相
関
の
関
係
に
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
第
二
次
元
は
第
｝
次
元
と
は
ま
っ
た
く
洌
の
分
類
軸
と
み
な
し
う

　
る
。
小
論
の
分
析
に
お
け
る
第
二
次
元
の
固
有
値
は
○
・
二
六
八
で
あ
る
。
第
三

　
次
元
の
固
有
値
は
○
・
一
〇
｝
と
な
っ
て
、
第
一
次
元
、
第
二
次
元
に
比
べ
重
要

　
度
が
劣
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
圃
有
値
を
有
意
性
の
指
標
と
す
る
場
合
、
○

　
・
二
五
以
上
の
値
が
一
応
の
め
や
す
と
な
る
。
そ
の
理
由
は
ケ
ー
ス
得
点
と
特
性

　
の
得
点
の
三
関
係
数
が
○
・
五
以
上
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
か
ら
で
あ
る
。

⑤
　
制
憲
議
会
内
に
設
置
さ
れ
た
五
月
一
五
日
事
件
お
よ
び
六
月
審
件
の
責
任
追
求

　
を
め
ざ
す
調
査
委
員
会
O
o
舅
三
訂
ω
一
〇
嵩
㎝
、
。
呂
幕
器
は
、
一
八
四
八
年
八
月
頃

　
に
活
動
を
活
発
化
し
、
ル
ド
リ
ュ
ロ
ロ
ラ
ン
を
代
表
と
す
る
急
進
派
の
追
い
落
と

　
し
を
狙
っ
て
い
た
。
そ
の
模
様
は
次
に
あ
げ
る
史
料
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
ρ
野
。
客
げ
舘
”
ひ
α
二
．
、
ピ
⑦
ω
℃
δ
o
o
，
広
く
窪
σ
ジ
ニ
呂
山
¢
O
曾
ぐ
霞
勤
学
①
纂
笠
9

　
＜
一
ω
o
ぼ
㊦
Φ
叶
9
ご
O
o
旨
巳
凶
ω
ω
一
〇
嵩
α
q
℃
8
＜
o
蹄
震
①
o
暮
凶
抄
融
く
ユ
①
7
君
凶
P

　
ド
Q
。
偽
Q
。
’
、
、
し
d
ミ
畑
ミ
§
§
駐
8
職
恥
“
犠
、
ミ
無
ミ
蒸
§
o
§
噛
．
起
や
あ
㎝
ρ

⑥
U
o
り
昌
ロ
p
↓
ぎ
効
鳩
§
さ
智
腎
h
ミ
ご
§
ミ
ミ
O
§
臨
讐
§
’
や
。
。
駅
8
ρ
，

⑦
U
q
く
①
叢
り
。
℃
．
9
叶
二
℃
■
障
㊤
。

⑧
　
袈
5
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
デ
ュ
フ
ォ
！
ル
と
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
両
名
は
、
V
1

　
以
外
に
2
度
左
派
的
選
択
を
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
な
ら
ば
、
後
述
す
る
ビ
ク
シ

　
オ
を
除
い
た
バ
縣
一
畦
フ
ァ
ル
ー
内
閣
の
閣
僚
と
際
立
っ
た
差
が
な
い
よ
う
に
思

　
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
政
権
に
合
流
し
た
人
々

　
は
、
中
道
左
派
の
カ
ル
ノ
；
を
例
外
と
し
て
、
V
3
か
ら
V
5
に
い
た
る
強
圧
的

　
態
度
と
、
V
7
・
V
8
・
V
1
0
に
関
連
す
る
行
政
簸
の
長
の
選
抜
方
法
を
め
ぐ
る

　
議
論
に
お
い
て
、
同
一
歩
調
を
と
っ
て
い
る
こ
と
が
画
素
さ
れ
る
。
な
お
、
図
3

　
に
お
い
て
、
デ
ュ
フ
ォ
ー
ル
が
右
翼
の
範
購
に
属
し
な
が
ら
も
最
も
左
に
位
摩
す

　
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
い
。
こ
れ
は
彼
の
左
派
的
選
択
が
数
少
な
い
と
は
い
え
共
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科
派
に
一
歩
近
づ
く
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

　
　
パ
ロ
ー
内
閣
の
外
相
を
つ
と
め
た
ビ
ク
シ
オ
は
古
く
か
ら
共
和
主
義
者
と
し
て

　
知
ら
れ
た
人
物
で
、
V
1
8
の
イ
タ
リ
ア
遠
征
決
議
が
通
過
し
た
と
き
に
は
、
共
和

　
主
義
者
の
同
意
を
得
る
べ
く
、
ロ
ー
マ
共
和
国
と
の
連
帯
を
強
調
し
て
、
同
政
体

　
を
覆
す
意
図
の
な
い
こ
と
を
明
言
し
た
。
し
か
し
、
大
統
領
の
意
向
を
う
け
た
ウ

　
デ
ィ
ノ
将
軍
が
、
こ
の
約
束
を
反
古
に
し
て
ロ
ー
マ
を
陥
落
さ
せ
た
こ
と
は
あ
ま

　
り
に
も
有
名
な
事
実
で
あ
る
。

⑨
　
四
八
年
差
の
行
動
の
軌
跡
を
知
る
に
は
、
二
月
革
命
百
周
年
を
記
念
し
て
刊
行

　
さ
れ
た
次
の
叢
書
O
o
＝
㊦
o
鉱
。
ロ
砦
。
Φ
暮
。
謬
帥
お
山
。
鼠
は
〈
o
ご
誠
。
自
傷
。
日
。
。
躰
Q
。
．

　
（
刊
行
年
は
い
ず
れ
も
一
九
四
八
年
）
が
便
利
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
ラ
マ
ル
チ

　
ー
ヌ
を
中
心
と
す
る
臨
時
政
府
の
要
人
に
関
し
て
、
類
■
O
銭
一
δ
日
田
鐸
卜
§
ミ
事

　
畿
ミ
．
を
参
照
し
た
。

⑩
ル
ド
リ
ュ
聾
ロ
ラ
ン
と
ラ
ム
ネ
ー
に
つ
い
て
は
、
前
注
の
叢
書
に
簡
明
な
伝
記

　
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
国
。
Q
。
o
げ
目
窪
ダ
ト
馬
ミ
宇
肉
ミ
馬
§
用
量
図
邸
日
。
⇒
9
卜
§
§
w
－

　
蓉
蹄
馬
こ
＆
輿
“
ミ
。
塁
ミ
壁
岩
屋
組
合
代
表
の
ペ
ル
デ
ィ
ギ
エ
は
最
近
研
究
者
の
関

　
心
を
惹
い
て
い
る
が
、
そ
の
政
治
的
軌
跡
に
つ
い
て
は
、
彼
の
メ
モ
ワ
ー
ル
を
編

　
隠
し
序
言
を
付
し
た
A
・
フ
ォ
ー
ル
に
依
拠
し
た
。
〉
．
勺
①
H
象
σ
q
巳
⑦
び
』
§
§
ミ
ミ
恥

　
糺
”
画
§
8
ミ
誉
恥
や
§
3
H
設
け
「
o
曾
。
賦
8
0
、
〉
■
哨
斜
舞
ρ
お
謡
．
王
党
派
に
属
す
る

　
モ
ン
タ
ラ
ン
ベ
ー
ル
の
政
治
行
動
を
み
る
に
は
、
ル
イ
目
ナ
ポ
レ
オ
ン
大
統
領
か

　
ら
首
班
指
名
を
受
け
た
0
・
バ
ρ
1
の
回
想
録
（
○
・
切
四
羅
o
r
ミ
§
o
驚
、
禽
憾
霧
㍗

　
曹
§
＄
§
O
§
N
§
b
ご
ミ
き
さ
ド
。
。
温
占
◎
。
刈
①
し
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
筆
者
は
未

　
見
で
あ
る
の
で
、
さ
し
あ
た
り
二
の
注
⑳
に
あ
げ
た
P
・
ド
・
ラ
・
ゴ
ル
ス
の
『
第

　
二
共
和
政
史
』
と
H
・
ギ
ユ
マ
ン
の
次
の
著
作
を
参
照
し
た
。
頴
噛
○
巳
昌
2
巴
P

　
卜
＆
臆
ミ
ミ
㌣
偽
篭
恥
ミ
鳶
ら
註
§
§
ミ
肉
愚
さ
N
鳶
鳶
℃
お
蕊
．

⑪
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
の
政
治
姿
勢
の
積
極
藤
を
評
価
し
た
の
が
、
二
の
後
半
で
扱

　
つ
た
デ
ル
ー
ナ
の
著
作
で
あ
る
が
、
か
え
っ
て
マ
ラ
ス
ト
を
後
立
て
と
す
る
ナ

　
シ
ョ
ナ
ル
派
の
人
蕪
的
背
景
を
暖
昧
に
す
る
結
果
を
導
い
た
と
も
い
え
る
。
制
憲

　
議
会
の
開
会
中
長
く
議
長
の
席
を
保
っ
た
マ
ラ
ス
ト
や
、
六
月
事
件
頃
ま
で
政
界

　
の
中
核
に
あ
っ
た
ガ
ル
ニ
エ
即
パ
ジ
ェ
ス
の
動
向
は
、
む
し
ろ
前
注
の
ギ
ユ
マ
ン

　
の
著
作
か
ら
あ
と
づ
け
ら
れ
る
。
コ
ル
ボ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
の
階
級
協
調
的
態

　
度
が
こ
れ
ま
で
も
識
者
の
注
目
を
集
め
て
い
た
（
≦
α
q
δ
が
。
や
9
f
や
P
一
。
。
－

　
崔
O
．
）
。
彼
が
他
の
社
会
主
義
者
、
労
働
代
表
と
肌
合
い
を
異
に
す
る
鱗
憐
は
、
河

　
野
健
二
編
『
資
料
・
フ
ラ
ン
ス
初
期
社
会
主
義
』
　
九
七
九
年
、
二
選
一
頁
の
解

　
説
や
、
杉
村
和
子
氏
の
紹
介
（
「
労
働
者
の
新
腿
『
ラ
ト
リ
一
目
紙
」
『
史
林
賑
五

　
二
巻
三
号
）
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。
ビ
ュ
シ
ェ
師
に
つ
い
て
は
、
本
節
注
⑨
の

　
叢
書
に
次
の
伝
記
が
含
ま
れ
て
い
る
。
》
．
O
潔
く
ヨ
。
お
や
ー
S
－
多
し
ご
§
浮
鳶
馬
こ
題

　
ミ
耐
駐
a
恥
王
冠
。
鼠
ミ
騎
｝
M
ミ
忌
蔵
欺
§
’
ま
た
、
彼
の
社
会
主
義
思
想
の
位
［
置
づ
け

　
に
関
し
て
、
次
の
論
文
が
ブ
ラ
ン
キ
お
よ
び
ル
ド
リ
ュ
”
ロ
ラ
ン
と
の
興
味
深
い

　
対
比
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
劉
U
8
げ
曾
ρ
、
鴨
月
ぴ
Φ
囲
馨
O
＝
O
O
2
巴
○
鼠
α
q
一
一
あ
O
h

　
国
同
曾
。
げ
H
9
8
σ
貯
ω
o
o
㌶
一
一
ω
ヨ
吻
、
、
隷
臥
ミ
鵠
ミ
帖
§
ミ
野
馬
ミ
§
ミ
．
い
。
ら
帖
ミ
ミ
無
。
迷
噛

　
く
。
一
。
野
お
G
n
ρ
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結

語

　
糊
憲
議
会
に
お
け
る
議
員
の
投
票
行
動
を
、
S
P
S
S
に
含
ま
れ
る
数
量
化
頂
類
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
操
作
に
よ
っ
て
分
析
し

た
結
果
、
三
種
類
の
説
明
要
因
（
次
元
）
が
抽
出
さ
れ
、
議
員
の
分
類
が
あ
る
程
度
ま
で
可
能
と
な
っ
た
。



フランス第二共稲政・髄憲議会議員の投票行動分析（高木）

　
第
一
次
元
尺
度
は
さ
ま
ざ
ま
な
検
定
作
業
に
よ
っ
て
、
政
治
的
対
立
要
因
、
わ
け
て
も
王
党
声
量
共
和
派
と
い
う
伝
統
的
な
対
立
に
規
定
さ

れ
て
い
る
と
み
な
し
て
良
い
。
ま
た
、
こ
の
判
断
を
応
用
し
て
、
臨
時
政
府
、
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
政
権
、
バ
ロ
ー
ー
フ
ァ
ル
ー
内
閣
の
性
格
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
二
次
元
尺
度
は
投
票
の
際
に
賛
否
の
態
度
を
明
確
に
し
た
か
否
か
を
分
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
小

論
で
は
実
際
の
投
票
の
様
態
に
つ
い
て
の
知
識
の
乏
し
さ
の
ゆ
え
に
、
意
識
的
、
無
意
識
的
な
投
票
不
参
加
（
つ
ま
り
、
主
体
的
に
選
択
し
た

棄
擢
行
動
で
あ
っ
た
か
否
か
）
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
課
題
を
残
し
た
。
第
三
次
元
尺
度
は
未
だ
明
確
に
は
さ
れ
な
い
な
が

ら
も
、
伝
統
的
な
政
治
対
立
の
枠
組
と
は
異
な
る
政
治
的
対
立
（
カ
ヴ
ェ
ニ
ャ
ッ
ク
内
閣
の
政
策
と
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
自
由
主
義
者
の
勢
力
）

を
き
わ
だ
た
せ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
史
学
史
的
検
討
と
の
関
連
で
特
に
重
要
な
も
の
は
、
第
一
次
元
尺
度
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
る
左
右
両
派
の
量
的
バ
ラ
ン
ス
に
関
す
る
考
察
で

あ
る
。
小
論
の
得
た
結
論
は
、
左
派
1
1
共
和
派
が
三
七
〇
名
前
後
、
右
派
一
王
党
派
が
四
五
〇
名
前
後
と
い
う
数
値
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、

左
派
に
あ
て
ら
れ
た
数
字
は
、
　
F
・
デ
ル
ー
ナ
の
研
究
に
よ
っ
て
精
査
さ
れ
た
「
昨
旧
の
共
和
派
」
（
す
な
わ
ち
穏
健
共
和
課
徴
二
七
、
急
進

派
五
八
を
あ
わ
せ
た
二
八
五
名
）
に
一
〇
〇
名
爵
の
新
人
議
員
（
そ
の
な
か
に
は
名
望
家
層
出
身
議
員
も
含
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
）
の
合
流

養
田
①
ヨ
。
馨
を
見
込
ん
だ
数
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
二
月
革
命
後
の
情
勢
を
考
慮
に
入
れ
る
点
で
小
論
の
方
法
と
通
ず
る
面
を

も
つ
G
・
フ
ェ
イ
ゼ
ル
の
結
論
（
穏
健
共
和
派
三
一
〇
－
二
〇
、
急
進
派
・
社
会
主
義
者
五
八
を
あ
わ
せ
た
三
七
〇
強
）
は
、
数
量
化
巫
類
と

い
う
新
し
い
ト
ゥ
ー
ル
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
の
進
歩
と
と
も
に
可
能
と
な
っ
た
大
量
の
デ
ー
タ
処
理
の
結
果
は
、
従
来
の
研
究
の
主
点
を
補
う
と
同
時

に
歴
史
学
の
方
法
を
拡
張
し
、
さ
ら
に
短
絡
的
な
判
定
の
検
証
を
す
る
の
に
役
立
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
場
合
で
も
、
伝

記
的
史
料
の
精
密
な
検
証
に
裏
づ
け
ら
れ
た
研
究
や
、
フ
ラ
ン
ス
史
学
に
特
徴
的
な
地
方
史
の
貢
献
を
黙
殺
す
る
よ
う
で
は
、
正
し
い
結
論
は

得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
緻
密
な
実
証
性
に
支
え
ら
れ
た
「
意
味
あ
る
細
部
」
の
伝
統
歴
史
学
と
、
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
て
得
ら
れ
る

「
全
体
的
設
定
」
を
扱
う
新
し
い
歴
史
学
は
、
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
あ
っ
て
は
じ
め
て
歴
史
解
釈
に
新
し
い
局
面
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
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る
で
あ
ろ
う
。

付
記

小
論
の
欄
一
で
扱
っ
た
匿
名
の
同
時
代
史
料
は
、
奈
良
教
育
大
学
の
谷
川
稔
先
生
の
御
好
意
に
よ
り
参
照
さ
せ
て
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
記
し
て
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。
三
の
分
厨
に
あ
た
っ
て
は
、
名
古
屋
大
学
大
型
電
算
機
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
名
古
量
火
学
大
学
院
研
究
生
　
名
古
屋
市
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　　But，　in　eleventh　and　twelfth　centuries，　the　lordship　was　established

on　them　through　imposing　Hatachishi　g　iig－r，　land　tax，　and　Zaikayaleec

在家役，duties　oR　home　site．　Under　better　conditions，　they　could　also

turn　into　paddy　fields．　ln　such　movement，　Kaito　got　various　on　the

slde　of　reality，　as　well　as　its　inscribing　forms　and　pronunciation．

Cross　Voting　Pattern　of　the　French　Constituent　Assembly

by

Isao　Takagi

　　The　purpose　of　this　essay　is　to　testify　the　voting　behavlor　of　the

people’s　representatives　in　1848－1849．　The　short－lived　assembly，　wlaich

was　called　l’a∬θ彫薦θnationale　consti彦紹魏6，　did　ex量st　no　more　than

thirteen　months　（from　May　5，　1848　to　May　26，　1849），　though　the　problems

of　great　urgency　came　up　for　discussion　successively　at　the　assembly

hall　and　the　committee　rooms．　Le　Moniteupt　universel，　oMcial　chronicle，

give　us　a　full　detai1　of　the　proS　and　cons　of　244　decisioBs．　Among　them，

the　writer　selects　19　voting　lists．

　　The　votlng　patterns　of　almost　850　representatives　converged　into　four

pre－party　assemblages　：　determinant　right　wiBg，　two　republican　fractions，

and　Bon－determinant　passive　republicans．　The　land－slide　victory　of　the

moderate　republican　group　is　only　a　cursory　reading．　The　middle－of－

the－way　politics　of　moderates’　was　not　self－sustaining　and　the　final

show－down　between　royallsts　and　radicals　was　easily　predicated．　The

ldeological　cleavage　crisscrossed　the　nation　who，　for　the　first　time，　was

introduced　to　tke　political　life　by　the　universal　suffrage．

　　Any　political　whips　but　Louis－Napo160n　were　not　satlsfactory　to　the

electorate　mass，　and　every　heated　debatings　aroused　people’s　instinct

Newspapers　and　pamphlets　（three　of　these　are　analyzed　here　on　motives

and　headings）　reported　the　sessions　everyday．　A　serious　talk　about

such　critica1　issues　as　droit　au　t．ravail，　cautionnement，　every　article　of

constitutional　law，　abolition　of　clubs，　and　foreign　policy　slaow　us　a　tense

atmosphere．　The　cro．ss　vote　at　this　assembly　reflects　the　chaBging

pattern　of　French　po！itical　life，　not　along　tlie　party　affiliatlon　at　that

time．
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